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令和５年 10 月 水道工事積算基準 改定総括表【公表用】 

項 目 内 容 

【750-010 土工】 

・表-１配水支管標準掘削幅 

・D10900100101 機械掘削積込工(バックホウ) 

・D10900101100 埋戻し工(バックホウ投入) 

・D10900101600 埋戻し工(人力) 

・D10900103100～D10900103300 水道管路再掘削工 

【750-050 防護工】 

・D10900500100 地下埋設吊防護工(ガス管・水道

管等) 

・D10900500400 水道管受防護工 φ75～150 

【750-060 仮設工】 

・軽量鋼矢板賃料 アルミ矢板賃料 

・D10900611350 軽量金属製水圧式切梁ｻﾎﾟｰﾄ賃

料・整備料 

【750-080 舗装工】 

・機械舗装工について、人力舗装工について 

・不陸整正 

・文言変更 

・機種選定の修正 

・算出根拠数量の修正 

・再生砂削除 

・再生砂削除 

・新規歩掛の追加 

・材料費 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ 6×100 削除 

・モルタル練工 コード変更 

 【赤本改定によるもの】 

・共用率の変更 

・矢板賃料に係る重量表の修正 

・局所施工用歩掛を新規追加 

・施工方法の変更 

・割増の廃止 

・適用範囲の追加 
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【750-120 管工（接合Ⅱ）】 

・D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付

(材料費含む) 

・D10901202200 止水栓類取付 

【750-130（管工附属設備）】 

・D10901300600 消火栓設置地上式 

・D10901300701 消火栓設置(機械施工) 

・D10901301001 消火栓設置(人力施工) 

・D10901302400 排水装置取付(材料費含む) 

・D10901302600 止水栓取付(材料費含む) 

【750-150 管工（洗管Ⅰ）】 

・「洗管選定資料」 

【750-170 管工（不断水）】 

・D10901700600 分水栓閉止工 

【750-180 管工（その他）】 

・D10901801200 モルタル材料費 1：1 

・D10901801500 仮止工（材料有り） 

・D10901801501 仮止工（材料無し） 

・歩掛表に鋼管接合有り・無しそれ

ぞれ追加 

・労務数量算出表の修正 

・フランジ固定金具追加 

・フランジ固定金具削除 

・フランジ固定金具削除 

・歩掛表に鋼管用冷間継手オス(メ

ス)取付の鋼管接合有り、無しそれ

ぞれ追加 

・歩掛表文言修正 

・文言修正 

・歩掛表労務数量修正 

・歩掛表文言修正 

・普通作業員削除、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設継

手工追加 

・歩掛表労務数量修正 
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【750-200 橋梁添架工】 

・D10902000400 橋梁添架工（労務費） 

【750-240 運搬工】 

・D10902400900 コンクリート殻処理工 

・D10902400100 支給品運搬費 

・D10902400750 濁水運搬費 

・トラッククレーン賃料追加 

・歩掛表文言修正 

・施工単位変更、文言修正【赤本改定

によるもの】 

・施工単位変更、文言修正【赤本改定

によるもの】 



新旧比較表 (公表用)
備考現行 改定後

水道工事積算基準

（公表用）

札 幌 市 水 道 局

令和５年1月

使用にあたって

　　１．本資料は、札幌市水道局が独自に策定している施工単価に適用する。

　　２．本資料は、令和５年１月適用単価以降の起案日(施工伺い)の請負工事に適用する。

　　３．本資料は、令和４年度版国土交通省土木工事標準積算基準書に基づき
　　　　策定したものである。

　　４．本資料は、令和４年度水道事業実務必携に基づき策定したものである。

水道工事積算基準

（公表用）

札 幌 市 水 道 局

令和５年10月

使用にあたって

　　１．本資料は、札幌市水道局が独自に策定している施工単価に適用する。

　　２．本資料は、令和５年10月適用単価以降の起案日(施工伺い)の請負工事に適用する。

　　３．本資料は、令和５年度版国土交通省土木工事標準積算基準書に基づき
　　　　策定したものである。

　　４．本資料は、令和５年度水道事業実務必携に基づき策定したものである。



新旧比較表 (公表用)
備考

文言削除

現行 改定後

  開削工法で行う掘削幅は表－１及び表－２を標準とする。

表－１ 配水支管標準掘削幅(単位：ｍ）

※　 上記の掘削幅は標準であり、これによりがたい場合は状況に応じた検討を行うこと。

口 径
PeH管管路

廃止撤去管管路

（土留工無し）

耐震継手以外の管

及び、左記に

土留工のある場合

NS形管路 GX形管路

φ75 0.60 0.60 0.70 0.60

φ100 0.60 0.60 0.75 0.60

φ150 0.60 0.60 0.80 0.65

750-010　土　工

φ50 0.60 0.60

φ200 0.60 0.65 0.85 0.70

φ250 0.60 0.65

給水管（継替管）の標準掘削幅は、0.50ｍ。

0.90 0.75

φ300 0.70 0.75 0.95 0.80

φ350 0.70 0.75 1.00

  開削工法で行う掘削幅は表－１及び表－２を標準とする。

表－１ 配水支管標準掘削幅(単位：ｍ）

※　 上記の掘削幅は標準であり、これによりがたい場合は状況に応じた検討を行うこと。

口 径
PeH管管路

廃止撤去管管路

（土留工無し）

耐震継手以外の管
及び、左記に

土留工のあるの場合

NS形管路 GX形管路

φ75 0.60 0.60 0.70 0.60

φ100 0.60 0.60 0.75 0.60

φ150 0.60 0.60 0.80 0.65

750-010　土　工

φ50 0.60 0.60

φ200 0.60 0.65 0.85 0.70

φ250 0.60 0.65

給水管（継替管）の標準掘削幅は、0.50ｍ。

0.90 0.75

φ300 0.70 0.75 0.95 0.80

φ350 0.70 0.75 1.00



新旧比較表 (公表用)
備考

機種選定修正

現行 改定後

D10900100101 機械掘削積込工(バックホウ)

1 適用範囲

　開削工法によるバックホウの掘削に適用する。

・ 人力機械併用掘削積込費

２ 機種選定

　現場条件の区分により適切な機種選定を行うこと。

・

・

・ 補助管工事における給水管部の土工は標準山積0.13m3を標準とする。

・

・

地下埋設物の輻輳等で機械掘削できない場合は人力掘削とする。

埋戻機種は掘削機種を同一とし別計上すること。

配水管工事における給水管部の土工は作業効率を考慮し困難Ⅱ山積0.28ｍ3を標準とする。

配水管部は土工量が100ｍ3程度まで山積0.28ｍ3級、それ以上は山積0.45ｍ3級を標準とする。なお、歩道等で作業幅員が狭隘な条件の
場合には山積0.28ｍ3級を使用する。（管路の附属設備含む）

D10900100101 機械掘削積込工(バックホウ)

1 適用範囲

　開削工法によるバックホウの掘削に適用する。

・ 人力機械併用掘削積込費

２ 機種選定

　使用機種は掘削幅とバックホウのバケット幅により決定する。

・

・ 給水管部は掘削幅0.5ｍであるため、使用機種は山積0.13m3級とし、現場条件は「標準」を基本とする。

・

・

「表-1」の標準掘削幅と「4 施工歩掛 表-5」のバケット幅より選定すること。
例1）GX形φ150の場合：掘削幅0.65ｍであるため、バケット幅0.6ｍである山積0.28ｍ3級を使用する。
例2）GX形φ250の場合：掘削幅0.75ｍであるため、バケット幅0.75ｍである山積0.45ｍ3級を使用する。

地下埋設物の輻輳等で機械掘削できない場合は人力掘削とする。

埋戻機種は掘削機種を同一とし別計上すること。



新旧比較表 (公表用)
備考

算出根拠数量の修正

現行 改定後

D10900100101 機械掘削積込工(バックホウ)

表-2　掘削工労務歩掛（人/100ｍ3） 表-3　バックホウ運転時間（100ｍ3当り）

表-4　日当り施工量 表-5　バックホウ性能

表-6　標準に対する補正係数の算出根拠

(A-B)/B B/B (B-C+B)/B (B-D+B)/B
補正係数

0.7 1.0 1.3 1.5

φ350 67.2 39.2 28.0 16.8 37.8 0.70 1.60 1.00 1.12

平均値 55.6 33.4 24.5 15.6 32.3 （継手掘除く）

φ250 54.0 31.5 22.5 13.5 30.4 0.60 1.50 1.00 0.90

φ300 65.4 38.2 27.3 16.4 36.8 0.70 1.55 1.00 1.09

φ150 50.1 30.8 23.1 15.4 29.8 0.55 1.40 1.00 0.77

φ200 56.6 34.8 26.1 17.4 33.7 0.60 1.45 1.00 0.87

28.7 0.55 1.35 1.00

土量算出内訳（1ｍ当り）
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 幅(m)

0.74φ75 48.1 29.6 22.2 14.8

φ100 48.1 29.6 22.2 14.8 28.7 0.55 1.35 1.00 0.74

深（m) 長(m) 土量(m3)

（ｍ3/日）

容易 標準 困難Ⅰ 困難Ⅱ 平均

109 山積0.80m3 [平積0.60m3] 6.0ｍ

0.70ｍ山積0.45m3 [平積0.35m3] 74 山積0.45m3 [平積0.35m3] 4.2ｍ

11.10山積0.28m3 [平積0.20m3] 1.90 5.00 山積0.28m3 [平積0.20m3]

8.80山積0.45m3 [平積0.35m3] 1.50 3.90 山積0.45m3 [平積0.35m3]

3.3ｍ

バケット幅掘　削　機　種 日当り施工量(m3) 掘　削　機　種 最大掘削深

0.85ｍ

運転時間掘　削　機　種 世　話　役 普通作業員 掘　削　機　種

山積0.13m3 [平積0.10m2] 2.40 6.70 山積0.13m3 [平積0.10m2] 14.8

山積0.80m3 [平積0.60m3]

6.00山積0.80m3 [平積0.60m3] 1.10 2.60 山積0.80m3 [平積0.60m3]

0.60ｍ山積0.28m3 [平積0.20m3] 59 山積0.28m3 [平積0.20m3]

山積0.13m3 [平積0.10m2] 44 山積0.13m3 [平積0.20m2] 3.3ｍ 0.55m

表-2　掘削工労務歩掛（人/100ｍ3） 表-3　バックホウ運転時間（100ｍ3当り）

表-4　日当り施工量 表-5　バックホウ性能

備考1　バケット幅：日本下水道協会　下水道用設計積算要領-管路施設(開削工法)編-P18

表-6　標準に対する補正係数の算出根拠

(A-B)/B B/B (B-C+B)/B (B-D+B)/B
補正係数

0.7 1.0 1.3 1.5

φ350 96.0 56.0 40.0 24.0 54.0 1.00 1.60 1.00 1.60

平均値 67.0 40.1 29.4 18.7 38.8 （継手掘除く）

φ250 67.8 39.6 28.3 17.0 38.1 0.75 1.50 1.00 1.13

φ300 74.4 43.4 31.0 18.6 41.9 0.80 1.55 1.00 1.24

φ150 59.2 36.4 27.3 18.2 35.3 0.65 1.40 1.00 0.91

φ200 66.3 40.8 30.6 20.4 39.5 0.70 1.45 1.00 1.02

31.4 0.60 1.35 1.00

土量算出内訳（1ｍ当り）
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 幅(m)

0.81φ75 52.7 32.4 24.3 16.2

φ100 52.7 32.4 24.3 16.2 31.4 0.60 1.35 1.00 0.81

深（m) 長(m) 土量(m3)

（ｍ3/日）

容易 標準 困難Ⅰ 困難Ⅱ 平均

109 山積0.80m3 [平積0.60m3] 6.0ｍ

0.75ｍ山積0.45m3 [平積0.35m3] 74 山積0.45m3 [平積0.35m3] 4.2ｍ

11.10山積0.28m3 [平積0.20m3] 1.90 5.00 山積0.28m3 [平積0.20m3]

8.80山積0.45m3 [平積0.35m3] 1.50 3.90 山積0.45m3 [平積0.35m3]

3.3ｍ

バケット幅掘　削　機　種 日当り施工量(m3) 掘　削　機　種 最大掘削深

1.00ｍ

運転時間掘　削　機　種 世　話　役 普通作業員 掘　削　機　種

山積0.13m3 [平積0.10m2] 2.40 6.70 山積0.13m3 [平積0.10m2] 14.8

山積0.80m3 [平積0.60m3]

6.00山積0.80m3 [平積0.60m3] 1.10 2.60 山積0.80m3 [平積0.60m3]

0.60m山積0.28m3 [平積0.20m3] 59 山積0.28m3 [平積0.20m3]

山積0.13m3 [平積0.10m2] 44 山積0.13m3 [平積0.20m2] 3.3ｍ 0.45m

D10900100101 機械掘削積込工(バックホウ)



新旧比較表 (公表用)
備考

再生砂削除

現行 改定後

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛

（1ｍ3当り）

備考１ 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルドーザの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

100ｍ3当り

(00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008)
1ｍ3当り

(00001) (00002)

3.00 3.00 3.00
運 転 費

世 話 役 人 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50

普 通
人 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80

作 業 員

タ ン パ 60～80㎏
WJ 日

－
オデッサ・テクノス

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － － － － － 130.00 － －

公清企業

小型バックホ
ウ運転

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

WJ 日 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54
山積0.13m3(平積0.20m3)

－

埋戻用改良材(砕砂)
Z160001018 ｍ3 － － － － － － 120.00 －

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材
Z160001050 ｍ3 － － － 148.00 － － － －

大伸

－  －

堆積土・
改良土用

埋 戻
材 料 費

埋め戻し用砂 Z002150002 ｍ3 126.00 － － － － － － －

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 － － － － － －

再生砂
下水道資源公社

Z160001007 ｍ3  －  － 126.00 －  －

単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂

建設汚泥

再生材
[大伸]

建設汚泥

再生材
[ｵﾃﾞｯｻ]

建設汚泥

再生材
[公清企業]

3.00 3.00

諸　雑　費 式

建設汚泥再生材
Z160001051 ｍ3 － － － － 163.00

山積0.13m3 [平積0.10m3]

1

－ －

名      称 規      格 コード 改良砂

3.00 3.00 3.00

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛

（1ｍ3当り）

備考１ 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルドーザの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

100ｍ3当り

(00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008)
1ｍ3当り

(00001) (00002)

3.00 3.00 3.00
運 転 費

世 話 役 人 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50

普 通
人 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80

作 業 員

タ ン パ 60～80㎏
WJ 日

－
オデッサ・テクノス

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － － － － － 130.00 － －

公清企業

小型バックホ
ウ運転

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

WJ 日 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54
山積0.13m3(平積0.20m3)

－

埋戻用改良材(砕砂)
Z160001018 ｍ3 － － － － － － 120.00 －

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材
Z160001050 ｍ3 － － － 148.00 － － － －

大伸

－ －

堆積土・
改良土用

埋 戻
材 料 費

埋め戻し用砂 Z002150002 ｍ3 126.00 － － － － － － －

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 － － － － － －

再生砂
下水道資源公社

Z160001007 ｍ3 － － 126.00 － －

単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂
建設汚泥
再生材
[大伸]

建設汚泥
再生材
[ｵﾃﾞｯｻ]

建設汚泥
再生材
[公清企業]

3.00 3.00

諸　雑　費 式

建設汚泥再生材
Z160001051 ｍ3 － － － － 163.00

山積0.13m3 [平積0.10m3]

1

－ －

名      称 規      格 コード 改良砂

3.00 3.00 3.00



新旧比較表 (公表用)
備考

再生砂削除

現行 改定後

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛

備考１ 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルドーザの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

(00009) (00010) (00011) (00012) (00013) (00014) (00015) (00016)

－

－

再生砂
下水道資源公社

－

－

－

－

－

－

7.60

60～80㎏

運 転 費
3.00 3.00 3.00

世 話 役 人

－

－ －

3.00 3.00 3.00

100ｍ3当り

1ｍ3当り

普 通

作 業 員

堆積土・
改良土用

名      称 規      格 コード 単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂

建設汚泥

再生材
[大伸]

建設汚泥再

生材
[ｵﾃﾞｯｻ]

建設汚泥

再生材
[公清企業]

埋め戻し用砂 Z002150002 ｍ3 126.00 － － － －

埋 戻
材 料 費

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 － － －

Z160001007 ｍ3 － － 126.00

埋戻用改良材(砕砂)
Z160001018 ｍ3 － －

－ － － －

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材
Z160001050 ｍ3 －

－
オデッサ・テクノス

－
大伸

建設汚泥再生材
Z160001051 ｍ3

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － 130.00

公清企業

バ ッ ク ホウ 排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ
ｈ 7.60 7.60

K
7.60

運 転 山積0.28m3(平積0.20m3)

タ ン パ
日WJ

7.60

諸　雑　費 式

6.80 6.80

2.50 2.50

3.00

人 6.806.806.80 6.80

2.50

6.80

2.50

163.00

1

2.50 2.50 2.50 2.50

改良砂

（1ｍ3当り）

－ － － －

－ －

－

－ －

－ － 148.00 －

山積0.28m3 [平積0.20m3]

6.80

7.60

－

－

－

120.00

－

－

－

3.00

7.60 7.60

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛

備考１ 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルドーザの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

(00009) (00010) (00011) (00012) (00013) (00014) (00015) (00016)

－

－

再生砂

下水道資源公社
－

－

－

－

－

－

7.60

60～80㎏

運 転 費
3.00 3.00 3.00

世 話 役 人

－

－ －

3.00 3.00 3.00

100ｍ3当り

1ｍ3当り

普 通

作 業 員

堆積土・

改良土用
名      称 規      格 コード 単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂

建設汚泥
再生材

[大伸]

建設汚泥再
生材

[ｵﾃﾞｯｻ]

建設汚泥
再生材

[公清企業]

埋め戻し用砂 Z002150002 ｍ3 126.00 － － － －

埋 戻
材 料 費

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 － － －

Z160001007 ｍ3  －  － 126.00

埋戻用改良材(砕砂)
Z160001018 ｍ3 － －

－ － － －

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材
Z160001050 ｍ3 －

－
オデッサ・テクノス

－
大伸

建設汚泥再生材
Z160001051 ｍ3

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － 130.00

公清企業

バ ッ ク ホ ウ 排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ
ｈ 7.60 7.60

K
7.60

運 転 山積0.28m3(平積0.20m3)

タ ン パ
日WJ

7.60

諸　雑　費 式

6.80 6.80

2.50 2.50

3.00

人 6.806.806.80 6.80

2.50

6.80

2.50

163.00

1

2.50 2.50 2.50 2.50

改良砂

（1ｍ3当り）

－ － － －

－ －

－

－  －

－ － 148.00 －

山積0.28m3 [平積0.20m3]

6.80

7.60

－

－

－

120.00

－

－

－

3.00

7.60 7.60



新旧比較表 (公表用)
備考

再生砂削除

現行 改定後

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛 （1ｍ3当り）

備考1 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルトーザーの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

諸　雑　費 式 1

100ｍ3当り

1ｍ3当り
(00017) (00018) (00019) (00020) (00021) (00022) (00023) (00024)

世 話 役 人 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50

普 通
人 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80

作 業 員

WJ 日 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

オデッサ・テクノス

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － － － － － 130.00 － －

公清企業

排ｶﾞｽ（1次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
K ｈ 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20

山積0.45m3(平積0.35m3)

－

埋戻用改良材(砕砂)

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材

再生砂
下水道資源公社

Z160001007 ｍ3 － － 126.00

Z160001018 ｍ3 － － － －

Z160001050 ｍ3 － － － 148.00

建設汚泥再

生材

[ｵﾃﾞｯｻ]

建設汚泥

再生材

[公清企業]

改良砂
堆積土・

改良土用

3.00 3.00
運 転 費

バ ッ ク ホウ

運 転

タ ン パ 60～80㎏

建設汚泥再生材

大伸

Z160001051 ｍ3 － － － － 163.00 －

名      称 規      格 コード 単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂

建設汚泥

再生材

[大伸]

埋 戻
材 料 費

埋め戻し用砂 Z002150002 － －

－ － － －

－

ｍ3 126.00 － － －

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 －

－ － －

－ －

山積0.45m3 [平積0.35m3]

－ －

－

－

－

－

－

120.00 －

－ －

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛 （1ｍ3当り）

備考1 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルトーザーの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

諸　雑　費 式 1

100ｍ3当り

1ｍ3当り
(00017) (00018) (00019) (00020) (00021) (00022) (00023) (00024)

世 話 役 人 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50

普 通
人 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80 6.80

作 業 員

WJ 日 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

オデッサ・テクノス

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － － － － － 130.00 － －

公清企業

排ｶﾞｽ（1次）対策型 ｸﾛｰﾗ型
K ｈ 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20 6.20

山積0.45m3(平積0.35m3)

－

埋戻用改良材(砕砂)

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材

再生砂
下水道資源公社

Z160001007 ｍ3  －  － 126.00

Z160001018 ｍ3 － － － －

Z160001050 ｍ3 － － － 148.00

建設汚泥再
生材
[ｵﾃﾞｯｻ]

建設汚泥
再生材
[公清企業]

改良砂
堆積土・
改良土用

3.00 3.00
運 転 費

バ ッ ク ホウ

運 転

タ ン パ 60～80㎏

建設汚泥再生材

大伸

Z160001051 ｍ3 － － － － 163.00 －

名      称 規      格 コード 単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂
建設汚泥
再生材
[大伸]

埋 戻
材 料 費

埋め戻し用砂 Z002150002 － －

－ － － －

－

ｍ3 126.00 － － －

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 －

－  －  －

－ －

山積0.45m3 [平積0.35m3]

－ －

－

－

－

－

－

120.00 －

－ －



新旧比較表 (公表用)
備考

再生砂削除

現行 改定後

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛 （1ｍ3当り）

備考1 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルトーザーの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

公清企業

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

2.50 2.50

諸　雑　費 式 1

100ｍ3当り

1ｍ3当り

人 6.80 6.80 6.80

(00025) (00026)

K ｈ 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50

(00027) (00028) (00029) (00030) (00031) (00032)

3.00
運 転 費

世 話 役 人 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50

普 通

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材

大伸

建設汚泥再生材

Z160001018 ｍ3 － －
埋戻用改良材(砕砂)

－

6.80 6.80 6.80 6.80 6.80
作 業 員

3.00 3.00

－ － －
オデッサ・テクノス

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － － － － － 130.00 －

ｍ3 126.00 － － － －

4.50 4.50 4.50

－ 126.00 － －

山積0.80m3(平積0.60m3)

－ －

Z160001050 ｍ3 － － － 148.00 － － － －

－ － － 120.00 －

－

運 転

タ ン パ 60～80㎏
WJ 日 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂

Z160001051 ｍ3 － － － － 163.00

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 － － －

バ ッ ク ホウ

埋 戻
材 料 費

埋め戻し用砂 Z002150002

山積0.80m3 [平積0.60m3]

名      称 規      格 コード

再生砂
下水道資源公社

Z160001007 ｍ3

－

建設汚泥

再生材

[大伸]

建設汚泥

再生材

[公清企業]

改良砂
堆積土・

改良土用

－

建設汚泥再

生材

[ｵﾃﾞｯｻ]

－

－ －

－ －

－

D10900101100 埋め戻し工(バックホウ投入)

1 適用範囲

　水道工事の掘削工事に適用する。

・ バックホウ投入費

・ 転圧費

2 施工歩掛 （1ｍ3当り）

備考1 埋戻巾が広く転圧において、振動ローラ及びブルトーザーの使用が可能な場合は、別途積算のこと。

備考2 埋戻機種は、原則として掘削機種と統一すること。

公清企業

排ｶﾞｽ（2次）対策型 ｸﾛｰﾗ型

2.50 2.50

諸　雑　費 式 1

100ｍ3当り

1ｍ3当り

人 6.80 6.80 6.80

(00025) (00026)

K ｈ 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50

(00027) (00028) (00029) (00030) (00031) (00032)

3.00
運 転 費

世 話 役 人 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50 2.50

普 通

一軸圧縮強度(7日)500KN/㎡

建設汚泥再生材

大伸

建設汚泥再生材

Z160001018 ｍ3 － －
埋戻用改良材(砕砂)

－

6.80 6.80 6.80 6.80 6.80
作 業 員

3.00 3.00

－ － －
オデッサ・テクノス

建設汚泥再生材
Z160001052 ｍ3 － － － － － 130.00 －

ｍ3 126.00 － － － －

4.50 4.50 4.50

－ 126.00 －  －

山積0.80m3(平積0.60m3)

－  －

Z160001050 ｍ3 － － － 148.00 － － － －

－ － － 120.00 －

－

運 転

タ ン パ 60～80㎏
WJ 日 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

単位 埋め戻し用砂 購入火山灰 再生砂

Z160001051 ｍ3 － － － － 163.00

火山灰　崩土 Z160001017 ｍ3 － 135.00 － － －

バ ッ ク ホ ウ

埋 戻
材 料 費

埋め戻し用砂 Z002150002

山積0.80m3 [平積0.60m3]

名      称 規      格 コード

再生砂
下水道資源公社

Z160001007 ｍ3

－

建設汚泥
再生材
[大伸]

建設汚泥
再生材
[公清企業]

改良砂
堆積土・
改良土用

－

建設汚泥再
生材
[ｵﾃﾞｯｻ]

－

－ －

－ －

－



新旧比較表 (公表用)
備考

再生土削除

現行 改定後

D10900101600 埋め戻し工(人力)

1 適用範囲

　水道工事の埋め戻し工事に適用する。

・ 人力による埋め戻し

・ 転圧費

2 施工歩掛

Z160001007

コード 単位
発生土
埋戻

埋め戻し用砂 再生砂

埋め戻し用砂

再生土(路盤用）

現場制約あり,土砂、締固
めあり

人力埋戻し

Z002150002
ｍ3

（00003）

諸経費

（00004）

1

埋　戻
材料費

切込砕石(40-0)

ＣＢ

ｍ3

－

1.26

1.00

式

１ｍ３当り
（00001）

- -ｍ3

切込砕石

－

-

1.00

－

1.00

1.26

－

1.00

名      称 規      格

ｍ3

－

（00002）

（1ｍ3当り）

- 1.20
Z002120003

D10900101600 埋め戻し工(人力)

1 適用範囲

　水道工事の埋め戻し工事に適用する。

・ 人力による埋め戻し

・ 転圧費

2 施工歩掛

Z160001007

コード 単位
発生土
埋戻

埋め戻し用砂 再生砂

埋め戻し用砂

再生土(路盤用）

現場制約あり,土砂、締固
めあり

人力埋戻し

Z002150002
ｍ3

（00003）

諸経費

（00004）

1

埋　戻
材料費

切込砕石(40-0)

ＣＢ

ｍ3

－

1.26

1.00

式

１ｍ３当り
（00001）

- -ｍ3

切込砕石

－

-

1.00

－

1.00

1.26

－

1.00

名      称 規      格

ｍ3

－

（00002）

（1ｍ3当り）

- 1.20
Z002120003



新旧比較表 (公表用)
備考

新規

現行 改定後

D10900103100～D10900103300 水道管路再掘削工

1 適用範囲

・ 配管に伴う掘削、埋戻し、仮復旧などの一連作業を日々連続して行う工事において、前日の配管完了部分の露出が必要な施工区間に適用する。

基本的な考えについては水道事業実務必携参照

・ 撤去に関しては原則適用しない。

・ 露出した工期から必要箇所数を計上

　例）主管部布設が6.6日→6回計上

２ 施工歩掛

D10900103100【歩道3cm】 （1箇所あたり）

D10900103200【車道3cm】 （1箇所あたり）

D10900103300【車道5cm】 （1箇所あたり）

1箇所当り (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008)

殻運搬 CB m3 3 3 4 4 5 5 6 6

機械掘削
積込工

110 120 140 150

仮復旧 車道5cm 舗装のみ D10900801100 m2 69 69 78 85 91 98 110 110

諸雑費 ZS3000004 式

100箇所当り

D10900100101 m3 86 86 100 110 120 140 150 180

発生土
埋戻工

1.0km D10900101400 m3 86 86 100 180

名　称 規　格 コード 単位 φ50 φ100 φ150 φ200 φ250 φ300 φ350

舗装版撤去 CB m2 69 69 78 85 91 98 110 110

諸雑費 ZS3000004 式

100箇所当り

1箇所当り (00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008)

m3 87 87 100 110 130 140 160 180

仮復旧工 車道　3cm　舗装のみ D10900801100 m2 69 69 78 85 91 98 110 110

85 91 98 110 110

殻運搬 CB m3 2 2 2 3 3 3 3 3

機械掘削
積込工

D10900100101 m3 87 87 100 110 130 140 160 180

舗装版撤去 CB m2 69

(00001) (00002) (00003) (00004) (00005) (00006) (00007) (00008)

名　称 規　格 コード 単位 φ50 φ100 φ150 φ200 φ250 φ300 φ350

140 160 180

69 78 85 91 98 110 110

諸雑費 ZS3000004 式

87

69

m3

m2

87 100 110 130

歩道　3cm　舗装のみ

φ250 φ300 φ350

69 69 78 85 91 98 110 110

140 160 180

2

87

2 2 3 3 3 3 3

87 100 110 130

φ100 φ150 φ200

69 78

発生土
埋戻工

1.0km D10900101400

コード 単位

m2

m3

m3

CB

CB

D10900100101

D10900101400

D10900801100

φ50

100箇所当り

1箇所当り

名　称

舗装版撤去

殻運搬

機械掘削
積込工

発生土
埋戻工

仮復旧

規　格

1.0km

φ75

φ75

φ75

1

1

1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 障害無し 騒音

対策不要15cm以下 積込有り

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 障害無し 騒音

対策不要15cm以下 積込有り

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 障害無し 騒音

対策不要15cm以下 積込有り

舗装版破砕 15cm以下

全ての費用

舗装版破砕 15cm以下

全ての費用

舗装版破砕 15cm以下

全ての費用



新旧比較表 (公表用)
備考

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙφ6×100
削除

現行 改定後

D10900500100 地下埋設吊防護工（ガス管・水道管等）

1 適用範囲

　地下埋設物の吊防護に適用する。

・ 材料費

2 施工歩掛 （1箇所当り）

径13㎝未満  3.70m

10箇所当り

諸　雑　費

単位

転用材 料 費 径20～25㎝  3.70m～4.7ｍ
ｍ3 －

ｍ3

5回転用

ﾜｲﾔｰロープ4号 Z780020006

Ａ種　φ6

0.30
5回転用

名      称 φ50以下

素材（2等材）

規      格 コード φ200～350

(00001)

－

φ75～150

0.50 －

－ 0.80

－

－

20.00

－

個
両フック型　12×200

両フック型　9×150

Z780020004ターンバックル

ターンバックル Z780020003

ターンバックル Z780020002

35.00

個
両フック型　6×100

30.00ｍ －

ｍ2 0.10 0.33 0.77
ゴムシート Z780010001

(00001)(00001)

1箇所当り

式 1

材 料 費

ﾜｲﾔｰロープ4号 Z780020005

6㎜

ｍ 25.00 －

20.00 －

－

Ａ種　φ8

個 － 20.00

D10900500100 地下埋設吊防護工（ガス管・水道管等）

1 適用範囲

　地下埋設物の吊防護に適用する。

・ 材料費

2 施工歩掛

個 20.00 20.00

ｍ2 0.10 0.33 0.77
ゴムシート Z780010001

(00001)(00001)

1箇所当り

式 1

材 料 費

ﾜｲﾔｰロープ4号 Z780020005

6㎜

ｍ 25.00 －

20.00 －

－

Ａ種　φ8

ターンバックル Z780020002

35.00

個
両フック型　6×100

30.00ｍ -

個
両フック型　12×200

両フック型　9×150

Z780020004ターンバックル

ターンバックル Z780020003

φ200～350

(00001)

－

φ75～150

0.50 －

－ 0.80

－

－

20.00

－

名      称 φ50以下

素材（2等材）

規      格 コード 単位

転 用材 料費 径20～25㎝  3.70m～4.7ｍ
ｍ3 －

ｍ3

5回転用

ﾜｲﾔｰロープ4号 Z780020006

Ａ種　φ6

0.30
5回転用

径13㎝未満  3.70m

10箇所当り

諸　雑　費

（1箇所当り）



新旧比較表 (公表用)
備考

コード変更

コード変更

現行 改定後
D10900500400 水道管受防護工　φ75～150

1 適用範囲

　地下埋設物の受防護に適用する。

・ 施工費

・ 材料費

・ コンクリート工

2 施工歩掛

備考1 モルタル練工は、国交省積算基準Ⅱ－4－①-6による。

式諸　雑　費

式

コード

0.74

（1箇所当り）

1.80

名      称 規      格

(00001)

ゴムシート Z780010001

人

厚6㎜

型 わ く 工

材 料 費

管下1.3m迄

割角材（2等材）

素材（2等材） Z133001001

1.73 1.73

3.89

360.00

単位
1.3m≦W≦1.7m

管下2.0m迄 管下2.8m迄

1.3m≦W≦1.7m 1.3m≦W≦1.7m

コンクリート工 CB
ｍ3 2.00 2.00 2.00

人力・材工共・C-4(一般養生工）

板材（2等材） Z133003001
ｍ3 0.48

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

1.04 1.04
径13㎝未満 L=3.70m未満

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 0.69

360.00

丸釘 Z106001003
㎏ 7.00 7.00 7.00

JIS A5508 N75

カスガイ Z142002008
本 280.00

Ｄ９×150㎜

厚6㎜

ゴムシート Z780010001
ｍ2 1.04

(00001) (00002) (00003)

7.77

型 わ く 工

10箇所当り

普通作業員 人 4.05 6.81

人 2.03 3.41

1

名      称 規      格 コード 単位
1.85m≦W≦2.4m 1.85m≦W≦2.4m

1箇所当り

Z133004001

0.34 0.74

1.85m≦W≦2.4m

管下1.3m迄 管下2.0m迄 管下2.8m迄

ｍ3
正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

0.18 0.26 0.26

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 0.86 1.21 1.21

径13㎝未満 L=3.70m未満

1.20

ｍ3
3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

0.62
板材（2等材） Z133003001

0.70 0.80

ｍ3
径13㎝未満 L=3.70m

1.80

コンクリート工 CB
ｍ3 2.00 2.00 2.00

人力・材工共・C-4(一般養生工）

ｍ3
径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

1.08
素材（2等材） Z133001005

400.00
Z142002008

本
Ｄ９×150㎜

400.00

丸釘 Z106001003
㎏ 7.00 7.00 7.00

JIS A5508 N75

カスガイ
320.00

0.04

板材（2等材） Z133003001
ｍ3 0.03 0.04 0.04

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

モルタル練工 CB
ｍ3

1：1 普通
0.040.02

1.38 2.08 2.08ｍ2

切込砕石 Z002120003
2.00

40～0㎜
ｍ3

1箇所当り

ｍ3
40～0㎜

0.04 0.04

モルタル練工

2.00 2.00 2.00

0.03

板材（2等材） Z133003001
ｍ3

0.77

割角材（2等材） Z133004001
ｍ3 0.13

正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

径13㎝未満 L=3.70m

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 0.34

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

切込砕石 Z002120003

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）
0.02

CB
ｍ3 0.02

1：1 普通

7.92 8.87

2.59 3.96 4.43

(00002) (00003)

5.18

1

0.03

0.22 0.22

素材（2等材） Z133001005
ｍ3

10箇所当り

普通作業員 人

諸　雑　費

1.49 1.49

0.56 0.67

1.20

2.00 2.00

材 料 費

D10900500400 水道管受防護工　φ75～150

1 適用範囲

　地下埋設物の受防護に適用する。

・ 施工費

・ 材料費

・ コンクリート工

2 施工歩掛

備考1 モルタル練工は、土木工事積算基準（札幌市）05 コンクリート工  国交省積算基準Ⅱ－4－①-6 による。

0.03

0.22 0.22

素材（2等材） Z133001005
ｍ3

10箇所当り

普 通作 業員 人

諸　雑　費

1.49 1.49

0.56 0.67

1.20

2.00 2.00

材 料 費

7.92 8.87

2.59 3.96 4.43

(00002) (00003)

5.18

1

切込砕石 Z002120003

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）
0.02

D10113000100
ｍ3 0.02

1:1 普通

0.77

割角材（2等材） Z133004001
ｍ3 0.13

正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

径13㎝未満 L=3.70m

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 0.34

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

1箇所当り

ｍ3
40～0㎜

0.04 0.04

モルタル練工

2.00 2.00 2.00

0.03

板材（2等材） Z133003001
ｍ3

1.38 2.08 2.08ｍ2

切込砕石 Z002120003
2.00

40～0㎜
ｍ3

0.04

板材（2等材） Z133003001
ｍ3 0.03 0.04 0.04

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

モルタル練工 D10113000100
ｍ3

1:1 普通
0.040.02

400.00
Z142002008

本
Ｄ９×150㎜

400.00

丸釘 Z106001003
㎏ 7.00 7.00 7.00

JIS A5508 N75

カスガイ
320.00

1.80

コンクリート工 CB
ｍ3 2.00 2.00 2.00

人力・材工共・C-4(一般養生工）

ｍ3
径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

1.08
素材（2等材） Z133001005

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 0.86 1.21 1.21

径13㎝未満 L=3.70m未満

1.20

ｍ3
3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

0.62
板材（2等材） Z133003001

0.70 0.80

ｍ3
径13㎝未満 L=3.70m

Z133004001

0.34 0.74

1.85m≦W≦2.4m

管下1.3m迄 管下2.0m迄 管下2.8m迄

ｍ3
正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

0.18 0.26 0.26

人 2.03 3.41

1

名      称 規      格 コード 単位
1.85m≦W≦2.4m 1.85m≦W≦2.4m

1箇所当り

厚6㎜

ゴムシート Z780010001
ｍ2 1.04

(00001) (00002) (00003)

7.77

型 わ く 工

10箇所当り

普 通作 業員 人 4.05 6.81

360.00

丸釘 Z106001003
㎏ 7.00 7.00 7.00

JIS A5508 N75

カスガイ Z142002008
本 280.00

Ｄ９×150㎜

コンクリート工 CB
ｍ3 2.00 2.00 2.00

人力・材工共・C-4(一般養生工）

板材（2等材） Z133003001
ｍ3 0.48

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

1.04 1.04
径13㎝未満 L=3.70m未満

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 0.69

単位
1.3m≦W≦1.7m

管下2.0m迄 管下2.8m迄

1.3m≦W≦1.7m 1.3m≦W≦1.7m

1.73 1.73

3.89

360.00

(00001)

ゴムシート Z780010001

人

厚6㎜

型 わ く 工

材 料 費

管下1.3m迄

割角材（2等材）

素材（2等材） Z133001001

名      称 規      格

0.74

（1箇所当り）

1.80

コード

式諸　雑　費

式



新旧比較表 (公表用)
備考

コード変更

コード変更

現行 改定後
D10900500400 水道管受防護工　φ200～350

1 適用範囲

　地下埋設物の受防護に適用する。

・ 施工費

・ 材料費

・ コンクリート工

2 施工歩掛

備考1 モルタル練工は、国交省積算基準Ⅱ－4－①-6による。

式諸　雑　費

名      称 規      格 コード

素材（2等材） Z133001001

単位
1.3m≦W≦1.7m 1.3m≦W≦1.7m

管下1.3m迄 管下2.0m迄

（1箇所当り）

0.55 0.65 0.75
3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

0.13 0.22 0.22
正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

1.08 1.80 2.43

割角材（2等材） Z133004001
ｍ3

素材（2等材） Z133001001
ｍ3

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

板材（2等材）

1.85 3.11 3.11
径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

ｍ3
径13㎝未満 L=3.70m未満

－ － －

280.00 360.00 360.00
Ｄ９×150㎜

コンクリート工 CB
ｍ3

人力・材工共・C-4(一般養生工）
2.00 2.00

0.02 0.04 0.04
1：１ 普通

丸釘 Z106001003
㎏

JIS A5508 N75
7.00

2.00 2.00 2.00
40～0㎜

板材（2等材） Z133003001
ｍ3

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）
0.03

ゴムシート Z780010001
ｍ2

厚6㎜

型 わ く 工 人

材 料 費

切込砕石 Z002120003
ｍ3

モルタル練工 CB
ｍ3

カスガイ Z142002008
本

素材（2等材） Z133001005
ｍ3

Z133003001
ｍ3

(00001) (00002) (00003)

1箇所当り

普 通作 業員 人

10箇所当り

諸　雑　費 式

6.07

0.18 0.26
割角材（2等材）

名      称 規      格 コード 単位
1.85m≦W≦2.4m 1.85m≦W≦2.4m

1.08 1.80 2.43

板材（2等材） Z133003001
ｍ3

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

素材（2等材） Z133001001
ｍ3

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

0.69 0.79 0.89

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 － － －

径13㎝未満 L=3.70m未満

3.69 3.69

コンクリート工 CB
ｍ3 2.00 2.00 2.00

人力・材工共・C-4(一般養生工）

素材（2等材） Z133001005
ｍ3

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m
2.43

7.00

0.26

0.05

320.00 400.00 400.00

7.007.00

1.85m≦W≦2.4m

管下2.0m迄 管下2.8m迄

9.72 10.95

4.04 4.04

4.86 5.48

0.05 0.05

丸釘 Z106001003
㎏

JIS A5508 N75

カスガイ Z142002008
本

0.05
板材（2等材） Z133003001

ｍ3 0.04
3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

Ｄ９×150㎜

0.05

Z002120003
ｍ3 2.00

40～0㎜

切込砕石

0.03
モルタル練工 CB

ｍ3
1：1 普通

10箇所当り

普 通作 業員 人 7.37 11.00

型 わ く 工 人 3.68 5.50

ゴムシート Z780010001

(00004) (00005) (00006)

1箇所当り

ｍ2 3.23 4.85
厚6㎜

材 料 費

Z133004001
ｍ3

正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

1

6.12

12.23

2.00

4.85

2.00

管下1.3m迄

2.42

3.04

7.00 7.00

2.00

0.05

1.3m≦W≦1.7m

管下2.8m迄

1

D10900500400 水道管受防護工　φ200～350

1 適用範囲

　地下埋設物の受防護に適用する。

・ 施工費

・ 材料費

・ コンクリート工

2 施工歩掛

備考1 モルタル練工は、土木工事積算基準（札幌市）05 コンクリート工  国交省積算基準Ⅱ－4－①-6 による。

1.3m≦W≦1.7m

管下2.8m迄

1

1

6.12

12.23

2.00

4.85

2.00

管下1.3m迄

2.42

3.04

7.00 7.00

2.00

0.05

(00004) (00005) (00006)

1箇所当り

ｍ2 3.23 4.85
厚6㎜

材 料 費

Z133004001
ｍ3

正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

10箇所当り

普 通作 業員 人 7.37 11.00

型 わ く 工 人 3.68 5.50

ゴムシート Z780010001

Z002120003
ｍ3 2.00

40～0㎜

切込砕石

0.03
モルタル練工 D10113000100

ｍ3
1:1 普通

丸釘 Z106001003
㎏

JIS A5508 N75

カスガイ Z142002008
本

0.05
板材（2等材） Z133003001

ｍ3 0.04
3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

Ｄ９×150㎜

0.05

1.85m≦W≦2.4m

管下2.0m迄 管下2.8m迄

9.72 10.95

4.04 4.04

4.86 5.48

0.05 0.05

0.05

320.00 400.00 400.00

7.007.00 7.00

0.26

コンクリート工 CB
ｍ3 2.00 2.00 2.00

人力・材工共・C-4(一般養生工）

素材（2等材） Z133001005
ｍ3

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m
2.43

素材（2等材） Z133001001
ｍ3 － － －

径13㎝未満 L=3.70m未満

3.69 3.69

1.08 1.80 2.43

板材（2等材） Z133003001
ｍ3

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

素材（2等材） Z133001001
ｍ3

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

0.69 0.79 0.89

0.18 0.26
割角材（2等材）

名      称 規      格 コード 単位
1.85m≦W≦2.4m 1.85m≦W≦2.4m

(00001) (00002) (00003)

1箇所当り

普 通作 業員 人

10箇所当り

諸　雑　費 式

6.07

ゴムシート Z780010001
ｍ2

厚6㎜

型 わ く 工 人

材 料 費

切込砕石 Z002120003
ｍ3

モルタル練工 D10113000100
ｍ3

カスガイ Z142002008
本

素材（2等材） Z133001005
ｍ3

Z133003001
ｍ3

2.00 2.00 2.00
40～0㎜

板材（2等材） Z133003001
ｍ3

3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）
0.03

0.02 0.04 0.04
1:1 普通

丸釘 Z106001003
㎏

JIS A5508 N75
7.00

280.00 360.00 360.00
Ｄ９×150㎜

コンクリート工 CB
ｍ3

人力・材工共・C-4(一般養生工）
2.00 2.00

1.85 3.11 3.11
径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

ｍ3
径13㎝未満 L=3.70m未満

－ － －

0.55 0.65 0.75
3.65ｍ×（1.3～1.5㎝）×（18㎝未満）

0.13 0.22 0.22
正角3.65ｍ×（9.0～10.5㎝）×（9.0～10.05）

1.08 1.80 2.43

割角材（2等材） Z133004001
ｍ3

素材（2等材） Z133001001
ｍ3

径20～25㎝ L=3.70m～4.70m

板材（2等材）

（1箇所当り）

式諸　雑　費

名      称 規      格 コード

素材（2等材） Z133001001

単位
1.3m≦W≦1.7m 1.3m≦W≦1.7m

管下1.3m迄 管下2.0m迄



新旧比較表 (公表用)
備考

共用率の変更

現行 改定後

軽量鋼矢板賃料
アルミ矢板賃料

1 適用範囲

　軽量矢板・アルミ矢板土留工に適用する。

・ 矢板賃料の供用日数の算出にあたって、工期及び安全費(交通誘導警備員)算出書を使用し算出すること。

条件：⑦舗装切断、⑧舗装工を除いた工事日数を基本とし算出すること。

矢板の供用日数＝（工事日数(昼間+夜間)-⑦-⑧）×供用率1.5＋5日（搬入搬出）

・ 矢板賃料は供用日数に応じて、30,60,90,120,150日以内を適用する。

・ 矢板賃料の最低保障日数は３０日とする。

・ 土留機材の整備費は原則として転用回数の補正を行わないものとする。

・ 修理費及び損耗費は、札幌市下水道管路工事積算基準　07土留工　7単価表　(2)軽量鋼矢板土留により積算するものとする。

・ 賃料及び修理損耗費は１現場１セットを基本とする。

・ 別途仮設材の運搬費、積込・取卸費を共通仮設費の積上げとして計上する。

軽量鋼矢板賃料
アルミ矢板賃料

1 適用範囲

　軽量矢板・アルミ矢板土留工に適用する。

・ 矢板賃料の供用日数の算出にあたって、工期及び安全費(交通誘導警備員)算出書を使用し算出すること。

条件：⑦舗装切断、⑧舗装工を除いた工事日数を基本とし算出すること。

矢板の供用日数＝（工事日数(昼間+夜間)-⑦-⑧）×供用率 1.7＋5日（搬入搬出）

・ 矢板賃料は供用日数に応じて、30,60,90,120,150日以内を適用する。

・ 矢板賃料の最低保障日数は３０日とする。

・ 土留機材の整備費は原則として転用回数の補正を行わないものとする。

・ 修理費及び損耗費は、札幌市下水道管路工事積算基準　07土留工　7単価表　(2)軽量鋼矢板土留により積算するものとする。

・ 賃料及び修理損耗費は１現場１セットを基本とする。

・ 別途仮設材の運搬費、積込・取卸費を共通仮設費の積上げとして計上する。



新旧比較表 (公表用)
備考

数量修正

現行 改定後

2 施工歩掛

軽量鋼矢板賃料　D10740330102(下水道積算基準)

アルミ矢板賃料　D10740330303(下水道積算基準)

・ 矢板賃料に係る重量は下表による。※（　）内はアルミ矢板の場合。

土留工が割T字部、継手部、分水部など局所的な施工のみで、直線的な管路土留工を伴わない場合

には、ケース１を適用する。

ケース２～５は、直線管路部の土留工を施工する場合等に適用する。

軽量鋼矢板

・ 管路土留工の1セット当り延長は２０ｍとし、矢板幅25ｃｍ/枚から、所要数量１６０枚(両側）を想定している。

アルミ矢板

・ 管路土留工の1セット当り延長は２０ｍとし、矢板幅33.3ｃｍ/枚から、所要数量122枚(両側）を想定している。

上記歩掛の細別条件の選定方法

・持込数量：上記表の1組当り重量を入力

・日数：30から150日まで、30日刻みで入力

2 1.50 2.00 160 （122） 23.6 (10.8) 3.78 (1.32)

3 2.00 2.50 160 （122） 29.5 (13.5) 4.72 (1.65)

適用ケース 掘削深（ｍ） 矢板長（ｍ） 所要枚数 1枚当重量（ｋｇ） 1組当重量（ｔ）

1 － 2.00 40 23.6 1.00

備考１

備考２

備考３

4 2.50 3.00 160 （122） 35.4 (16.2) 5.66 (1.98)

5 3.00 3.50 160 （122） 41.3 (18.9) 6.61 (2.31)

軽量鋼矢板賃料
アルミ矢板賃料

軽量鋼矢板賃料
アルミ矢板賃料

2 施工歩掛

軽量鋼矢板賃料　D10740330102(下水道積算基準)

アルミ矢板賃料　D10740330303(下水道積算基準)

・ 矢板賃料に係る重量は下表による。※（　）内はアルミ矢板の場合。

土留工が割T字部、継手部、分水部など局所的な施工のみで、直線的な管路土留工を伴わない場合

には、ケース１を適用する。

ケース２～５は、直線管路部の土留工を施工する場合等に適用する。

軽量鋼矢板

・ 管路土留工の1セット当り延長は２０ｍとし、矢板幅25ｃｍ/枚から、所要数量１６０枚(両側）を想定している。

アルミ矢板

・ 管路土留工の1セット当り延長は２０ｍとし、矢板幅33.3ｃｍ/枚から、所要数量122枚(両側）を想定している。

上記歩掛の細別条件の選定方法

・持込数量：上記表の1組当り重量を入力

・日数：30から150日まで、30日刻みで入力

2 1.50 2.00 160 （122） 23.6 (10.8) 3.8 (1.3)

3 2.00 2.50 160 （122） 29.5 (13.5) 4.7 (1.7)

適用ケース 掘削深（ｍ） 矢板長（ｍ） 所要枚数 1枚当重量（ｋｇ） 1組当重量（ｔ）

1 － 2.00 32 23.6 0.8

備考１

備考２

備考３

4 2.50 3.00 160 （122） 35.4 (16.2) 5.7 (2.0)

5 3.00 3.50 160 （122） 41.3 (18.9) 6.6 (2.3)



新旧比較表 (公表用)
備考

局所施工用歩掛の追加

現行 改定後

D10900611350 軽量金属製水圧式切梁サポート賃料・整備料  

1 適用範囲

軽量鋼矢板・アルミ矢板土留工に適用する。

・ 掘削深2.0ｍ以下～１段、掘削深2.0ｍ超え～２段

・ １セット・１段当り１０本

・ 供用日数に応じて、30,60,90,120,150日以内を適用する。

・ 賃料の最低保障日数は３０日とする。

・ 水圧手動ポンプ(1現場２台）の賃料を含む

D10900611350 軽量金属製水圧式切梁サポート賃料・整備料  

1 適用範囲

軽量鋼矢板・アルミ矢板土留工に適用する。

・ 掘削深2.0ｍ以下～１段、掘削深2.0ｍ超え～２段

・ １セット・１段当り１０本

・ 供用日数に応じて、30,60,90,120,150日以内を適用する。

・ 賃料の最低保障日数は３０日とする。

・ 水圧手動ポンプ(1現場２台）の賃料を含む

【局所施工用】歩掛の数量は下記現場を想定した数量としている

土留１組管路延長～

サポート本数＝管路延長４ｍ÷（２本/４ｍ当り）＝２本(１段）

賃料算定基礎本数 最低保障３０日分×２本＝60本

【直線管路用】歩掛の数量は下記現場を想定した数量としている。

土留１組管路延長～２０m、切梁間隔２本/４ｍ

サポート本数＝管路延長20ｍ÷（２本/４ｍ当り）＝10本(１段）

賃料算定基礎本数 最低保障30日分×10本＝300本

2 施工歩掛

【局所施工用】

（１） 【局所施工用　30日以内】 （１セット当り）

(00002) (00004)

（２） 【局所施工用　60日以内】 （１セット当り）

(00002) (00004)

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 1 1 1

1現場当り

(00001) (00003)

-

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - - 2.00

水圧手動ポンプ賃料 Z954009012 台･日 120.00 120.00 120.00 120.00

同、整備費（基本料） Z954009024 台 2.00 2.00 2.00 2.00

- - 120.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - - - 120.00

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 2.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 2.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 2.00

1現場当り

(00001) (00003)

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 120.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 120.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日

- 2.00

水圧手動ポンプ賃料 Z954009012 台･日 60.00 60.00 60.00 60.00

同、整備費（基本料） Z954009024 台 2.00 2.00 2.00 2.00

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 1 1 1

本日 - - - 60.00

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 2.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 2.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 2.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - -

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 60.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 60.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 60.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010



新旧比較表 (公表用)
備考現行 改定後

（３） 【局所施工用　90日以内】 （１セット当り）

(00002) (00004)

（４） 【局所施工用　120日以内】 （１セット当り）

(00002) (00004)

（５） 【局所施工用　150日以内】 （１セット当り）

(00002) (00004)

1現場当り

(00001) (00003)

水圧手動ポンプ賃料 Z954009012 台･日 300.00 300.00 300.00 300.00

同、整備費（基本料） Z954009024 台 2.00 2.00 2.00 2.00

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 1 1 1

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 2.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 2.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 2.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - - 2.00

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 300.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 300.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 300.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - - - 300.00

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 1 1 1

1現場当り

(00001) (00003)

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲
0.45～0.65ｍ

支保長範囲
0.59～0.90ｍ

支保長範囲
0.77～1.30ｍ

支保長範囲
1.10～1.80ｍ

-

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - - 2.00

水圧手動ポンプ賃料 Z954009012 台･日 240.00 240.00 240.00 240.00

同、整備費（基本料） Z954009024 台 2.00 2.00 2.00 2.00

- - 240.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - - - 240.00

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 2.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 2.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 2.00

1現場当り

(00001) (00003)

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲
0.45～0.65ｍ

支保長範囲
0.59～0.90ｍ

支保長範囲
0.77～1.30ｍ

支保長範囲
1.10～1.80ｍ

アルミ製水圧サ

ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 240.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 240.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日

水圧手動ポンプ賃料 Z954009012 台･日 180.00 180.00 180.00 180.00

同、整備費（基本料） Z954009024 台 2.00 2.00 2.00 2.00

諸　雑　費 ＺＳ3000004 式 1 1 1 1

同 、 整 備 費

（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 2.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 2.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 2.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - - 2.00

アルミ製水圧サ

ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 180.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 180.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 180.00 -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - - - 180.00

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲
0.45～0.65ｍ

支保長範囲
0.59～0.90ｍ

支保長範囲
0.77～1.30ｍ

支保長範囲
1.10～1.80ｍ



新旧比較表 (公表用)
備考

文言追加
通し番号の修正

現行 改定後

（１） 【供用日数３０日以内】 （１セット当り）

-

(00002) (00004)

（２） 【供用日数６０日以内】 （１セット当り）

-

1現場当り

1

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00

諸　雑　費 式 1 1 1

(00005) (00006) (00007) (00008)

水圧手動ポンプ
賃料

Z954009012 台･日 120.00 120.00 120.00 120.00

2.00 2.00

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 10.00 -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - -

-

10.00

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

-

支保長0.59～0.90ｍ

-

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - - - 600.00

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 600.00

Z954009008 本日 - 600.00 - -アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 600.00 - -

1現場当り

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

2.00 2.00

諸　雑　費 式 1 1 1 1

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00

名      称 規      格

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本

10.00

10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - -

- -

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

水圧手動ポンプ
賃料

Z954009012 台･日 60.00

コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

300.00

60.00 60.00 60.00

10.00 -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 -

(00001) (00003)

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 300.00 - -

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲
0.45～0.65ｍ

-

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 300.00 - -

支保長範囲
0.59～0.90ｍ

支保長範囲
0.77～1.30ｍ

支保長範囲
1.10～1.80ｍ

- - 300.00

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - -

【直線管路用】

（６） 【直線管路用　供用日数３０日以内】 （１セット当り）

-

(00002) (00004)

（７） 【直線管路用　供用日数６０日以内】 （１セット当り）

-

1現場当り

1

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00

諸　雑　費 式 1 1 1

(00005) (00006) (00007) (00008)

水圧手動ポンプ
賃料

Z954009012 台･日 120.00 120.00 120.00 120.00

2.00 2.00

同 、 整 備 費

（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 10.00 -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - -

-

10.00

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

-

支保長0.59～0.90ｍ

-

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - - - 600.00

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 600.00

Z954009008 本日 - 600.00 - -アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 600.00 - -

1現場当り

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

2.00 2.00

諸　雑　費 式 1 1 1 1

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00

名      称 規      格

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本

10.00

10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - -

- -

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

水圧手動ポンプ
賃料

Z954009012 台･日 60.00

コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

300.00

60.00 60.00 60.00

10.00 -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - -

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 -

(00001) (00003)

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

アルミ製水圧サ

ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 300.00 - -

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

-

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 300.00 - -

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

- - 300.00

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - -



新旧比較表 (公表用)
備考現行 改定後

（３） 【供用日数９０日以内】 （１セット当り）

-

(00010) (00012)

（４） 【供用日数１２０日以内】 （１セット当り）

-

(00010) (00012)

1

240.00

2.00

諸　雑　費 式 1

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 10.00

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 1200.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 1200.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 1200.00 -

支保長1.1～1.8ｍ 1200.00

(00009)

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

Z954009010 本日 - -

本 - -

同、整備費

(00011)

同 、 整 備 費

（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 10.00 - -

水圧手動ポンプ

賃料
Z954009012 台･日 240.00 240.00 240.00

-

- -本

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

-

-

Z954009024 台 2.00 2.00 2.00

1現場当り

(00009) (00011)

1 1

1現場当り

2.00 2.00

諸　雑　費 式 1 1 1 1

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00

10.00

-

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019

水圧手動ポンプ

賃料
Z954009012 台･日 180.00 180.00 180.00 180.00

10.00 -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 10.00
支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - -

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

-

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - -

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

-

- -

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 900.00 -

900.00

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 900.00

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00

-

アルミ製水圧サ

ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 900.00 -

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

（８） 【直線管路用　供用日数９０日以内】 （１セット当り）

-

(00010) (00012)

（９） 【直線管路用　供用日数１２０日以内】 （１セット当り）

-

(00010) (00012)

1

240.00

2.00

諸　雑　費 式 1

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 10.00

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 1200.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 1200.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 1200.00 -
支保長1.1～1.8ｍ 1200.00

(00009)

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

Z954009010 本日 - -

本 - -

同、整備費

(00011)

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 10.00 - -

水圧手動ポンプ

賃料
Z954009012 台･日 240.00 240.00 240.00

-

- -本

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

-

-

Z954009024 台 2.00 2.00 2.00

1現場当り

(00009) (00011)

1 1

1現場当り

2.00 2.00

諸　雑　費 式 1 1 1 1

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00

10.00

-

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019

水圧手動ポンプ

賃料
Z954009012 台･日 180.00 180.00 180.00 180.00

10.00 -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本 - - 10.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - -

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

-

支保長1.1～1.8ｍ Z954009010 本日 - -

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

-

- -

-

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 - 900.00 -

900.00

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 900.00

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00

-

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日 900.00 -

名      称 規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ



新旧比較表 (公表用)
備考現行 改定後

（５） 【供用日数１５０日以内】 （１セット当り）

(00010) (00012)

1現場当り

(00009) (00011)

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00 2.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - -

2.00

諸　雑　費 式 1 1 1 1

300.00 300.00 300.00 300.00
水圧手動ポンプ

賃料
Z954009012 台･日

Z954009010 本日 - - - 1500.00

-

10.00

支保長1.1～1.8ｍ

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 10.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 1500.00 -

- - 10.00

規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

- - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 -

1500.00

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ
名      称

- 1500.00 -

（10） 【直線管路用　供用日数１５０日以内】 （１セット当り）

(00010) (00012)

1現場当り

(00009) (00011)

同、整備費 Z954009024 台 2.00 2.00 2.00

支保長1.1～1.8ｍ Z954009022 本 - - -

2.00

諸　雑　費 式 1 1 1 1

300.00 300.00 300.00 300.00
水圧手動ポンプ

賃料
Z954009012 台･日

Z954009010 本日 - - - 1500.00

-

10.00

支保長1.1～1.8ｍ

同 、 整 備 費
（ 基 本 料 ）

支保長0.45～0.65ｍ Z954009019 本 10.00 - - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009020 本 - 10.00 - -

支保長0.77～1.3ｍ Z954009021 本

アルミ製水圧サ
ポ ー ト 賃 料

支保長0.45～0.65ｍ Z954009007 本日

支保長範囲

1.10～1.80ｍ

支保長0.77～1.3ｍ Z954009009 本日 - - 1500.00 -

- - 10.00

規      格 コード 単位
支保長範囲

0.45～0.65ｍ

- - -

支保長0.59～0.90ｍ Z954009008 本日 -

1500.00

支保長範囲

0.59～0.90ｍ

支保長範囲

0.77～1.30ｍ
名      称

- 1500.00 -



新旧比較表 (公表用)
備考

施工方法変更

割増廃止

現行 改定後

750-080　舗装工750-080　舗装工

＜機械舗装工について＞
・ 施工幅　1.4m以上の場合に適用する。ただし，施工量が少ない場合は人力施工とする。

・ 舗設の連続作業が可能で，かつ舗設量500㎡程度を適用の目安とする。

・ 仮復旧を伴う舗装本復旧について、施工パッケージ単価の10％を割増する。
なお、設計変更時の積算において「１日未満で完了する作業」を適用する場合は、

割増前の施工パッケージ単価を用いること。

＜人力舗装工について＞
・ 仮復旧を伴う舗装本復旧について、施工パッケージ単価の20％を割増する。
なお、設計変更時の積算において「１日未満で完了する作業」を適用する場合は、

割増前の施工パッケージ単価を用いること。

＜施工方法機械舗装工について＞
・ 配水管施工部の車道部分においては、施工幅1.4ｍ以上の場合に機械舗装を標準とする。

・ 配水管施工部の歩道部分においては、施工幅1.4ｍ以上且つ歩道幅員2m以上の場合に機械舗装を標準とする。

・ 給水管施工部は人力舗装工を標準とする。

・ 施工幅　1.4m以上の場合に適用する。ただし，施工量が少ない場合は人力施工とする。

・ 舗設の連続作業が可能で，かつ舗設量500㎡程度を適用の目安とする。

・ 仮復旧を伴う舗装本復旧について、施工パッケージ単価の10％を割増する。
なお、設計変更時の積算において「１日未満で完了する作業」を適用する場合は、

割増前の施工パッケージ単価を用いること。

＜人力舗装工について＞
・ 仮復旧を伴う舗装本復旧について、施工パッケージ単価の20％を割増する。
なお、設計変更時の積算において「１日未満で完了する作業」を適用する場合は、

割増前の施工パッケージ単価を用いること。



新旧比較表 (公表用)
備考

適用範囲の追加

現行 改定後

不陸整正

1 適用範囲

① １カ所当りの作業量が幅員2.5ｍ以上の場合の不陸整正に適用する。

打換え区分は「舗装版のみ打換え」、すりつけ作業は「有り」を適用。

・不陸整正

② １カ所当りの作業量が幅員2.5ｍ未満の場合の不陸整正に適用する。

全仕上り厚は「50mm」、材料は「路盤材（各種）」を適用し、材料費の計上は行わない。

・下層路盤（歩道部）

2 施工歩掛

① 国土交通省土木工事標準積算基準書（河川・道路編）Ⅳ-1 舗装工による。

② 国土交通省土木工事標準積算基準書（河川・道路編）Ⅳ-3 道路維持修繕工による。

750-080　舗装工750-080　舗装工



新旧比較表 (公表用)
備考

文言追加

現行 改定後

D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付(材料費含む)

1 適用範囲

　鋼管用冷間継手オス(メス)取付に適用する。

・ ポリエチレン管接合費

・ 鋼管接合費

・ 材料費

２ 施工歩掛

－

鋼管用オス(メス)

－

－

個

－ － －

φ13（1/2B）
1.00

Z770040110

1.00 －
Z770040111

個

D10901202300

－

φ50

1.00

1個当り

管 接 合

－

式

(00001) (00002)

ポリエチレン

00006

－ －

－

φ20

1

1.00

－

(00005)

φ50

口

00001

φ20（3/4B）

1.00

－

－

(00003) (00004) (00006)

－

1.00－

－

φ30
口 1.00 －

－

－－

00004
－

－

－

－ －

－ －

口

－ －

1.00 －

口

－

－

φ25

－

－

－

－

個

－

－

00003

口

－

－ －

－－

－

1.00

－

－

－ －

00005

－－

00002

00004

φ30（１1/4B）

φ40（１1/2B）

1.00

1.00

－

－

－

－

φ13

φ50（２B）

00001
1.00 －

ＷＪ

00003

00002

－

－

－

個

－

Z770040113

1.00

ポリエチレン管金属継手

－ － － 1.00

－

－

－

口

口

材料費

－

1.00

口

口

Z770040114

－

－

－－口

－

－

φ40φ30

1.00

諸 雑 費

－

φ25

1.00

名      称 規      格

個

－

－

－ －

Z770040112

－

（1個当り）

φ20

－

コード 単位 φ13

口 －

鋼 管 接 合

Z770040109
個 －

－－

－

－

－

00005

1.00

－

φ40

φ25（１B）
口 －

00006

D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付(材料費含む)

1 適用範囲

　鋼管用冷間継手オス(メス)取付に適用する。

・ ポリエチレン管接合費

・ 鋼管接合費

・ 材料費

２ 施工歩掛

【鋼管接合有り】

－

鋼管用オス(メス)

－

－

個

－ － －

φ13（1/2B）
1.00

Z770040110

1.00 －
Z770040111

個

D10901202300

－

φ50

1.00

1個当り

管 接 合

－

式

(00001) (00002)

ポリエチレン

00006

－ －

－

φ20

1

1.00

－

(00005)

φ50

口

00001

φ20（3/4B）

1.00

－

－

(00003) (00004) (00006)

－

1.00－

－

φ30
口 1.00 －

－

－－

00004
－

－

－

－ －

－ －

口

－ －

1.00 －

口

－

－

φ25

－

－

－

－

個

－

－

00003

口

－

－ －

－－

－

1.00

－

－

－ －

00005

－－

00002

00004

φ30（１1/4B）

φ40（１1/2B）

1.00

1.00

－

－

－

－

φ13

φ50（２B）

00001
1.00 －

ＷＪ

00003

00002

－

－

－

個

－

Z770040113

1.00

ポリエチレン管金属継手

－ － － 1.00

－

－

－

口

口

材料費

－

1.00

口

口

Z770040114

－

－

－－口

－

－

φ40φ30

1.00

諸 雑 費

－

φ25

1.00

名      称 規      格

個

－

－

－ －

Z770040112

－

（1個当り）

φ20

－

コード 単位 φ13

口 －

鋼 管 接 合

Z770040109
個 －

－－

－

－

－

00005

1.00

－

φ40

φ25（１B）
口 －

00006



新旧比較表 (公表用)
備考

文言追加

現行 改定後

【鋼管接合有り】

口 －

口

口

－

口

名      称 規      格 コード

00006

1.00
鋼管用オス(メス)

00005

φ13

φ50（２B）
1.00

口

(00007) (00008)

φ50

管 接 合

00006

00003

00002

00004

個

φ30

口

Z770040115

00002

－－

φ40

－

－
ＷＪ

－

φ25

－

－

1.00 －

ポリエチレン管金属継手 Z770040116
個

鋼 管 接 合

φ13（1/2B）

－

φ50×40

ポリエチレン管金属継手

鋼管用オス(メス)

－

φ20×13単位

－

φ30（１1/4B）

口

00001

1.00

－

口

－
φ20

1.00

ポリエチ レン

φ40（１1/2B）

諸 雑 費 式

材料費

φ20（3/4B）
口

口

－

00001

1

－口 －

1.00
00005

－
00004

－

－

－

φ25（１B）

00003

D10901202300
口

1個当り

D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付(材料費含む)

口 －

口

口

－

口

名      称 規      格 コード

00006

1.00
鋼管用オス(メス)

00005

φ13

φ50（２B）
1.00

口

(00007) (00008)

φ50

管 接 合

00006

00003

00002

00004

個

φ30

口

Z770040115

00002

－－

φ40

－

－
ＷＪ

－

φ25

－

－

1.00 －

ポリエチレン管金属継手 Z770040116
個

鋼 管 接 合

φ13（1/2B）

－

φ50×40

ポリエチレン管金属継手

鋼管用オス(メス)

－

φ20×13単位

－

φ30（１1/4B）

口

00001

1.00

－

口

－
φ20

1.00

ポリエチ レン

φ40（１1/2B）

諸 雑 費 式

材料費

φ20（3/4B）
口

口

－

00001

1

－口 －

1.00
00005

－
00004

－

－

－

φ25（１B）

00003

D10901202300
口

1個当り

D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付(材料費含む)



新旧比較表 (公表用)
備考

新規

現行 改定後

【鋼管接合無し】

(00003) (00004) (00005) (00006)

－ 1.00 －
00005

φ50
口 － － － － － 1.00

00006

諸 雑 費 式 1

－ － 1.00 － － －
ポリエチ レン 00003

管 接 合 φ30
口 － － － 1.00 － －

00004

φ13 ＷＪ
口 1.00 － － － － －

00001

－ － － － 1.00

φ30 φ40 φ50

材料費

ポリエチレン管金属継手 Z770040109
個 1.00 － － － － －

鋼管用オス(メス)

Z770040110
個 － 1.00 － － － －

Z770040111
個 － － 1.00

名      称 規      格 コード 単位 φ13 φ20 φ25

Z770040112
個 － － －

Z770040113
個 － －

1個当り
(00001) (00002)

φ40
口 － － －

口 － 1.00 － － － －
00002

φ25
口

φ20

－ － 1.00 －

Z770040114
個 －

－ － －

1.00 － －

D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付(材料費含む)



新旧比較表 (公表用)
備考

新規

現行 改定後

D10901200900 鋼管用冷間継手オス(メス)取付(材料費含む)

【鋼管接合無し】

00005

φ50
口 － －

00006

諸 雑 費 式 1

1個当り
(00007) (00008)

φ13 ＷＪ
口 1.00 －

00001

φ20
口 － －

00002

φ25
口 － －

00003

名      称 規      格 コード 単位 φ20×13 φ50×40

材料費

ポリエチレン管金属継手 Z770040115
個 1.00 －

鋼管用オス(メス)

ポリエチレン管金属継手 Z770040116
個 － 1.00

鋼管用オス(メス)

口 － －
00004

φ40
口 － 1.00

ポリエチ レン

管 接 合 φ30



新旧比較表 (公表用)
備考

労務数量修正

現行 改定後

D10901202200 止水栓類取付

1 適用範囲

　止水栓類取付に適用する。

・ 取付費

・ 接合費

２ 施工歩掛 （1箇所当り）

備考1 筐のみ取付歩掛は、ＰＰ用歩掛の配管工×15％、普通作業員×65％とする。

備考2 接合及び止水栓取付け歩掛は、筐のみ取付け歩掛を差し引いたものとする。

表-1

接合及び止水栓筐取付け含む（Ａ） 接合及び止水栓取付け（Ａ－Ｂ）

φ40

0.15

0.06

表-2

ＰＰ用

接合及び止水栓筐取付け含む 筐のみ取付け（Ｂ）

φ40

0.01

0.03

筐のみ取付け（配管工×15％・普通作業員×65％）

0.03 0.04

0.09

0.14

0.07

0.040.02

配 管 工 (人) 0.04 0.05 0.06 0.08

普 通 作 業 員 (人) 0.02 0.04

器具口径

0.12

0.04 0.04 0.07

配 管 工

諸 雑 費

普 通作 業員

(00002)

鋼管用

0.04

0.06 0.08

φ30

φ50

0.13 0.15 0.17

φ40

0.17

φ13 φ20

0.04

配 管 工

φ30φ25φ13 φ20

φ25

(人) 0.07 0.09

φ13

労務費の1%+まるめ

0.04

名      称 単位

(00001)

φ25φ40 φ50 φ13

0.03

φ30 φ25

φ30

φ30φ20

0.06 0.08

0.09

1

0.03 0.07

式

1箇所当り

人

人

(00005)(00003)

φ40 φ50

0.16 0.18

0.07

φ50

0.10 0.03

コード

0.06

φ25

0.11

0.01 0.03

0.01

0.030.05 0.05 0.01

0.08 0.01 0.010.01

0.03

0.01

φ13 φ20

φ50

(00004) (00006)

φ20

規      格

0.11 0.13

普 通 作 業 員 (人)

D10901202200 止水栓類取付

1 適用範囲

　止水栓類取付に適用する。

・ 取付費

・ 接合費

２ 施工歩掛 （1箇所当り）

備考1 筐のみ取付歩掛は、ＰＰ用歩掛の配管工×15％、普通作業員×65％とする。

備考2 接合及び止水栓取付け歩掛は、筐のみ取付け歩掛を差し引いたものとする。

表-1

水道事業実務必携　1-4-4

筐のみ取付け（配管工×15％・普通作業員×65％）

表-2

0.02 0.02

接合及び止水栓筐取付け含む（Ａ）

φ50

0.01

0.03

φ40

0.01

0.03

筐のみ取付け（Ｂ）

止水栓のみ取付け歩掛（Ａ-Ｂ）

0.02

φ13 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

配 管 工 (人) 0.03 0.04 0.05 0.07 0.07

0.04

諸 雑 費

普 通作 業員

0.05

普 通 作 業 員 (人) 0.02 0.04

0.06 0.08 0.09

ＰＰ用

器具口径

0.01

配 管 工

0.03

0.010.01

0.03

0.01

0.08

普 通 作 業 員 (人) 0.01 0.01 0.01 0.01

0.01

(00002)

0.02

φ25

0.04

1

0.01 0.02

式

1箇所当り

人

人

(00005)

φ30φ25φ13 φ20

φ13

労務費の1%+まるめ

φ30

φ30φ20

0.03

φ50

0.07 0.07 0.08

φ40

0.01

名      称 単位

(00001)

φ25φ40 φ50 φ13

0.01

0.05 0.05 0.01

0.08 0.01

(00003)

コード

配 管 工 (人) 0.04 0.05

(00004) (00006)

φ20

規      格



新旧比較表 (公表用)
備考

フランジ固定金具
追加

現行 改定後

D10901300600 消火栓設置　地上式（消火弁・引出管・ﾌﾗﾝｼﾞ固定金具・ポール・基礎砕石含む）

1 適用範囲

　消火栓の設置に適用する。

・ 消火栓設置費(フランジ固定金具・基礎砕石含む）

・ 仕切弁及び仕切弁筐設置費(基礎砕石含む）

・ 引出管布設及び接合費

・ ポリエチレンスリーブ被覆材料及び施工費

・ 消火栓ポール設置費

2 施工歩掛

75mm

100mm

D10901100905

00001

D10901100905

00002

箇所

箇所

フランジ固定

金具取付

2.00 - 2.00

－ 2.00 -

-

2.00

－ －

－

双口

－

(00006)(00001)

2.00

－ －

単口 双口 単口

－ － 1.00

－ 1.00 －

－

1.00 －

機械施工 人力施工

(00002) (00004)

1.00 －

ｺﾝｸﾘｰﾄ

－ －

ｍ2
　(40～0)

φ75
D10901800101

00001

被 覆 工
φ100

1箇所当り

ｍ
ポリエチレンスリーブ

消火栓ポール設置
D10901301300

箇所
00001

t = 30cm

－

1.00

ねじ筐

－

－

1.00 － －

基 礎 砕 石 工 40-0クラッシャラン D1090101900

(00003)

－ －

箇所
消 火 栓 設 置 00003

消 火 栓 設 置 00003

機械施工
地上式　双口

00004
箇所

箇所

00001

双口消火栓（φ100） ｍ

(接合・基礎砕石含む) 00003

消火栓引出管設置

単口消火栓（φ75）
D10901301500

ｍ

ｍ

00002

－ 2.00 －

2.00 2.00

1

2.00

－

0.64 0.64 0.64 0.64

1.00 1.00 1.00 1.00

－

（1箇所当り）

ｺﾝｸﾘｰﾄ ねじ筐 ｺﾝｸﾘｰﾄ ねじ筐

(接合・基礎砕石含む)

諸 雑 費 式

箇所

箇所

φ75

2.00 － 2.00 －

人力施工
地上式　双口 箇所

00004

地上式　単口
D10901301001

箇所

－

1.00－

φ75
D10901300100

箇所
仕切弁・弁筐設置 00001

機械
φ100

2.00

(00007)(00005) (00008)

－

1.00

00002

－ －

－

φ100

－ 1.00

コード規      格名      称 単位

ねじ式仕切弁筐

設置（材無標準）
D10901300100

00002

地上式　単口
D10901300701

－ －

－

－
00004

1.00－

－ －

ｺﾝｸﾘｰﾄ ねじ筐

1.00－

－

1.00

D10901300600 消火栓設置　地上式（消火弁・引出管・ﾌﾗﾝｼﾞ固定金具・ポール・基礎砕石含む）

1 適用範囲

　消火栓の設置に適用する。

・ 消火栓設置費(フランジ固定金具・基礎砕石含む）

・ 仕切弁及び仕切弁筐設置費(基礎砕石含む）

・ 引出管布設及び接合費

・ ポリエチレンスリーブ被覆材料及び施工費

・ 消火栓ポール設置費

2 施工歩掛

－ －

－

双口

－

(00006)(00001)

2.00

－ －

単口 双口 単口

－ － 1.00

－ 1.00 －

－

1.00 －

機械施工 人力施工

(00002) (00004)

1.00 －

ｺﾝｸﾘｰﾄ

－ －

ｍ2
　(40～0)

φ75
D10901800101

00001

被 覆 工
φ100

1箇所当り

ｍ
ポリエチレンスリーブ

消火栓ポール設置
D10901301300

箇所
00001

t = 30cm

－

1.00

ねじ筐

－

－

1.00 － －

基 礎 砕 石 工 40-0クラッシャラン D1090101900

(00003)

－ －

箇所
消 火 栓 設 置 00003

消 火 栓 設 置 00003

機械施工
地上式　双口

00004
箇所

箇所

00001

双口消火栓（φ100） ｍ

(接合・基礎砕石含む) 00003

消火栓引出管設置

単口消火栓（φ75）
D10901301500

ｍ

ｍ

00002

－ 2.00 －

2.00 2.00

1

2.00

－

0.64 0.64 0.64 0.64

1.00 1.00 1.00 1.00

－

（1箇所当り）

ｺﾝｸﾘｰﾄ ねじ筐 ｺﾝｸﾘｰﾄ ねじ筐

(接合・基礎砕石含む)

諸 雑 費 式

箇所

箇所

φ75

2.00 － 2.00 －

人力施工
地上式　双口 箇所

00004

地上式　単口
D10901301001

箇所

－

1.00－

φ75
D10901300100

箇所
仕切弁・弁筐設置 00001

機械
φ100

2.00

(00007)(00005) (00008)

－

1.00

00002

－ －

－

φ100

－ 1.00

コード規      格名      称 単位

ねじ式仕切弁筐
設置（材無標準）

D10901300100

00002

地上式　単口
D10901300701

－ －

－

－
00004

1.00－

－ －

ｺﾝｸﾘｰﾄ ねじ筐

1.00－

－

1.00



新旧比較表 (公表用)
備考

削除

現行 改定後

D10901300701 消火栓設置（機械施工）
1 適用範囲

　機械施工による消火栓の設置に適用する。

・ 消火栓機械設置費

2 施工歩掛

備考1 厚生労働省歩掛2-9-3 消火栓設置工(機械施工)に、フランジ接合分として

厚生労働省歩掛2-3-5を1口加算している。

75mm
D10901100905

箇所 2.00 - 2.00 -
00001

100mm
D10901100905

箇所 - 2.00 - 2.00
00002

箇所 - - - 1.00

消火栓設置
機械施工

フランジ接合

地下式　双口 WJ 箇所 - 1.00 - -

地上式　単口 WJ 箇所 - - 1.00 -

1箇所当り

7.5K　100㎜ WJ 口 -

(00001) (00002) (00003) (00004)

- 1.00

地上式　双口 WJ

1.00 -1.00 -7.5K　75㎜ WJ 口

1式

1.00

諸 雑 費

フランジ固定

金具取付

-

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード

1.00 - -

単位
単口 双口

地下式　単口 WJ 箇所

地下式 地上式

単口 双口

D10901300701 消火栓設置（機械施工）
1 適用範囲

　機械施工による消火栓の設置に適用する。

・ 消火栓機械設置費

2 施工歩掛

備考1 厚生労働省歩掛2-9-3 消火栓設置工(機械施工)に、フランジ接合分として

厚生労働省歩掛2-3-5を1口加算している。

75mm

100mm

D10901100905

00001

D10901100905

00002

箇所

箇所

2.00

-

- 2.00

2.00 -

-

2.00

箇所 - - - 1.00

消火栓設置
機械施工

フランジ接合

地下式　双口 WJ 箇所 - 1.00 - -

地上式　単口 WJ 箇所 - - 1.00 -

1箇所当り

7.5K　100㎜ WJ 口 -

(00001) (00002) (00003) (00004)

- 1.00

地上式　双口 WJ

1.00 -1.00 -7.5K　75㎜ WJ 口

1式

1.00

諸 雑 費

フランジ固定
金具取付

-

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード

1.00 - -

単位
単口 双口

地下式　単口 WJ 箇所

地下式 地上式

単口 双口

（札幌市）



新旧比較表 (公表用)
備考

削除

現行 改定後

D10901301001 消火栓設置（人力施工）
1 適用範囲

　人力施工による消火栓の設置に適用する。

・ 消火栓人力設置費

2 施工歩掛

備考1 厚生労働省歩掛2-9-3 消火栓設置工(機械施工)に、フランジ接合分として

厚生労働省歩掛2-3-5を1口加算している。

00002

-

7.5K　100㎜ WJ 口 - 1.00 - 1.00

WJ 箇所 - - 1.00 -

地上式　双口

フランジ固定

金具取付

75mm
D10901100905

箇所 2.00 - 2.00 -
00001

100mm
D10901100905

箇所 - 2.00 - 2.00

フランジ接合
7.5K　75㎜ WJ 口 1.00 - 1.00

諸 雑 費 式 1

1箇所当り

(00001) (00002) (00003) (00004)

WJ 箇所 - - - 1.00

消火栓設置
人力施工

地下式　単口 WJ 箇所 1.00 - - -

地下式　双口 WJ 箇所 - 1.00 - -

地上式　単口

名      称 規      格 コード 単位
地下式 地上式

単口 双口 単口 双口

（1箇所当り）

D10901301001 消火栓設置（人力施工）
1 適用範囲

　人力施工による消火栓の設置に適用する。

・ 消火栓人力設置費

2 施工歩掛

備考1 厚生労働省歩掛2-9-3 消火栓設置工(機械施工)に、フランジ接合分として

厚生労働省歩掛2-3-5を1口加算している。

フランジ固定
金具取付

75mm
D10901100905

箇所 2.00 - 2.00 -
00001

100mm
D10901100905

箇所 - 2.00 - 2.00
00002

-

7.5K　100㎜ WJ 口 - 1.00 - 1.00

WJ 箇所 - - 1.00 -

地上式　双口

フランジ接合
7.5K　75㎜ WJ 口 1.00 - 1.00

WJ

諸 雑 費 式 1

1箇所当り

(00001) (00002) (00003) (00004)

箇所 - - - 1.00

消火栓設置
人力施工

地下式　単口 WJ 箇所 1.00 - - -

地下式　双口 WJ 箇所 - 1.00 - -

地上式　単口

名      称 規      格 コード 単位
地下式 地上式

単口 双口 単口 双口

（1箇所当り）



新旧比較表 (公表用)
備考

名称修正

名称修正

現行 改定後

D10901302600 止水栓取付（材料費含む）・きょう類設置（材料費含む）

1 適用範囲

　止水栓の取付に適用する。

・ 取付費

・ 材料費

　新設きょう類設置に適用する。

・ きょう類設置費

・ 材料費

2 施工歩掛

(00002) (00003)(00001)

名      称 規      格

諸 雑 費 式 1

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位 φ13 φ20 φ25

仕切弁
(ｽﾙｰｽﾊﾞﾙﾌﾞ）
取付

φ13 D10901302200
箇所

φ20
箇所

φ25
箇所

－ 1.00 －
00002

1.00 － －
00001

－ － 1.00

1箇所当り

φ13 φ20

00002
きょう類設置

Ａ-800 D10901400300
箇所

φ25

φ13 D10901302200
箇所 1.00

コード 単位

00001

φ20

00002
箇所 －

きょう類設置
BC D10901400300

道路内 00003
箇所 1.00

仕切弁
(ｽﾙｰｽﾊﾞﾙﾌﾞ）
取付

箇所

1.00 －

1.00

00003
－ － 1.00

φ25

(00004) (00005) (00006)

1箇所当り

1.00

諸 雑 費 式 1

00003

1.00 1.00 1.00
宅地内

－ －

D10901302600 止水栓取付（材料費含む）・きょう類設置（材料費含む）

1 適用範囲

　止水栓の取付に適用する。

・ 取付費

・ 材料費

　新設きょう類設置に適用する。

・ きょう類設置費

・ 材料費

2 施工歩掛

(00002) (00003)(00001)

名      称 規      格

諸 雑 費 式 1

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位 φ13 φ20 φ25

止水栓
取付

φ13 D10901302200
箇所

φ20
箇所

φ25
箇所

－ 1.00 －
00002

1.00 － －
00001

－ － 1.00

1箇所当り

φ13 φ20

00002
きょう類設置

Ａ-800 D10901400300
箇所

φ25

φ13 D10901302200
箇所 1.00

コード 単位

00001

φ20

00002
箇所 －

きょう類設置
BC D10901400300

道路内 00003
箇所 1.00

止水栓
取付

箇所

1.00 －

1.00

00003
－ － 1.00

φ25

(00004) (00005) (00006)

1箇所当り

1.00

諸 雑 費 式 1

00003

1.00 1.00 1.00
宅地内

－ －



新旧比較表 (公表用)
備考

鋼管接合無し追加
数量変更

現行 改定後

D10901302400 排水装置取付(材料費含む)

1 適用範囲

　排水装置の取付に適用する。（内訳以外の材料等は別途計上）

・ 取付費

・ 材料費

2 施工歩掛

排水装置

1箇所当り
(00001)

諸 雑 費 式 1

ポリエチレン管布設 D10901001102

取 付 費

鋼管用冷間継手オス(メス)取付 D10901200900
個 3.00

　（材料費含む）　φ40 00005

仕切弁取付(スルースバルブ) D10901302100
箇所 1.00

　（材料費含む）　11/2B 00005

きょう類設置 D10901400300
箇所 1.00

　（材料費含む）　止水栓きょうＢ 00004

ｍ 2.00
　（材料費含む）　φ40 00005

冷管エルボ取付 D10901200600
個 1.00

　（材料費含む）　φ40 00005

材 料 費
排泥用カップリング Z770310007

個

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位

1.00
φ40

D10901302400 排水装置取付(材料費含む)

1 適用範囲

　排水装置の取付に適用する。（内訳以外の材料等は別途計上）

・ 取付費

・ 材料費

2 施工歩掛

鋼管用冷間継手オス(メス)取付

(鋼管接合無し)（材料費含む）φ40

D10901200900
個 2.00

00005

排水装置

1箇所当り
(00001)

諸 雑 費 式 1

ポリエチレン管布設 D10901001102

取 付 費

鋼管用冷間継手オス(メス)取付 D10901200900
個 1.00

(鋼管接合有り)（材料費含む）φ40 00005

仕切弁取付(スルースバルブ) D10901302100
箇所 1.00

　（材料費含む）　11/2B 00005

きょう類設置 D10901400300
箇所 1.00

　（材料費含む）　止水栓きょうＢ 00004

ｍ 2.00
　（材料費含む）　φ40 00005

冷管エルボ取付 D10901200600
個 1.00

　（材料費含む）　φ40 00005

材 料 費
排泥用カップリング Z770310007

個

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位

1.00
φ40



新旧比較表 (公表用)
備考

文言修正

現行 改定後

「洗管選定資料」

評価  ◎良い  ○やや良い  △やや悪い  ×悪い 

  新設管の洗管については、機械式洗管及び普通洗管で行うこと。なお、洗管工の選択にあたっては「洗管選定資料」により行うこと。

750-150　管　工（洗管Ⅰ）

機械式洗管工法
普通洗管

ポリピック工法 高圧洗浄工法 吸引工法 サイクロン工法

○ ◎

（特になし） 200ｍ 300ｍ
500ｍ（75～100）

300ｍ（150～300）
（特になし）

◎

75～350 75～350 75～150 75～350 75～350

管路条件

対象口径
◎ ◎ △ ○

１スパン洗管延

長

◎ △ △

伏越が多い場合不可 （特になし）

樹皮状配管の対

応

○ × × × ◎

同口径に限定される 作業用立坑が多くなる

（特になし）

曲管の対応

◎ △ ◎ ○ ◎

（特になし）
曲管が多い場合不可

（挿入ホースの限界）
（特になし）

異口径の対応
× ◎ △ ○ ◎

同一口径 75～350 75～150 75～300

◎

２ピット ２ピット（ノズル挿入可）

３ピット（ノズル挿入不可）

１ピット（メカ棒有り）

２ピット（メカ棒無し）
２ピット （立坑不要）

  発進部－１ヶ所

  到達部－１ヶ所

  発進部－１ヶ所

   （ノズル挿入）

  到達部－１ヶ所

   （ワイヤー挿入）

  吸引部－１ヶ所

  注水部－１ヶ所
（メカ棒・消火栓有りの場合立

坑不要）

  吸引部－１ヶ所

  注水部－１ヶ所
（メカ棒・消火栓の使用できな

い）

（立坑不要）

作業用立坑
（300ｍ当り）

△ × ○ △

作業用立坑が多くなる 作業用立坑が多くなる （特になし）

作業用立坑
（１スパン当り）

△ △ ○ △ ◎

吸引車の作業時のエンジ

ン音が大きい （特になし）

その他

洗管後の充水

○ △ △ △ ◎

充水用スワブにより除去が

可能

（特になし）

騒 音

○ × △ △ ◎

加圧ポンプの作業時のエ

ンジン音が小さい
吸引車及び高圧洗浄車の作業時のエン

ジン音が大きい

吸引車の作業時のエンジ

ン音が大きい

作業車輌占用ス

ペース

○ × △ △ ◎

   加圧ポンプ    吸引車

   給水車

   高圧洗浄車

   吸引車

   給水車

   吸引車

   給水車

作業条件

  消毒作業

   ・水タンク

消毒作業

   ・給水タンク車

   ・管内挿入器具
（ノズル・ホース等）

  消毒作業

   ・給水タンク車
   （既設消火栓有りの場合給水

車不要）

  消毒作業

   ・給水タンク車

・・給水タンク

（特になし）

備     考
洗管が夜間施工となる場合、又は昼間施工において配水量等の制限がある場合採用する 昼間施工が可能な場合採

用する

エアーの除去がスムーズにできない
エアーの除去がスムーズ

にできない

エアーの除去がスムーズ

にできない
（特になし）

衛生面の管理

○ △ ○ ○ ◎

「洗管選定資料」

評価  ◎良い  ○やや良い  △やや悪い  ×悪い 

  新設管の洗管については、機械式洗管及び普通洗管で行うこと。なお、洗管工の選択にあたっては「洗管選定資料」により行うこと。

750-150　管　工（洗管Ⅰ）

機械式洗管工法
普通洗管

ポリピック工法 高圧洗浄工法 吸引工法 サイクロン工法

○ ◎

（特になし） 200ｍ 300ｍ
500ｍ（75～100）

300ｍ（150～300）
（特になし）

◎

75～350 75～350 75～150 75～350 75～350

管路条件

対象口径
◎ ◎ △ ○

１スパン洗管延

長

◎ △ △

伏越が多い場合不可 （特になし）

樹皮状配管の対

応

○ × × × ◎

同口径に限定される 作業用立坑が多くなる

（特になし）

曲管の対応

◎ △ ◎ ○ ◎

（特になし）
曲管が多い場合不可

（挿入ホースの限界）
（特になし）

異口径の対応
× ◎ △ ○ ◎

同一口径 75～350 75～150 75～300

◎

２ピット ２ピット（ノズル挿入可）

３ピット（ノズル挿入不可）

１ピット（メカ棒有り）

２ピット（メカ棒無し）
２ピット （立坑不要）

  発進部－１ヶ所

  到達部－１ヶ所

  発進部－１ヶ所

   （ノズル挿入）

  到達部－１ヶ所

   （ワイヤー挿入）

  吸引部－１ヶ所

  注水部－１ヶ所
（メカ棒・消火栓有りの場合立

坑不要）

  吸引部－１ヶ所

  注水部－１ヶ所
（メカ棒・消火栓の使用できな

い）

（立坑不要）

作業用立坑
（300ｍ当り）

△ × ○ △

作業用立坑が多くなる 作業用立坑が多くなる （特になし）

作業用立坑
（１スパン当り）

△ △ ○ △ ◎

吸引車の作業時のエンジ

ン音が大きい （特になし）

その他

洗管後の充水

○ △ △ △ ◎

充水用スワブにより除去が

可能

（特になし）

騒 音

○ × △ △ ◎

加圧ポンプの作業時のエ

ンジン音が小さい
吸引車及び高圧洗浄車の作業時のエン

ジン音が大きい

吸引車の作業時のエンジ

ン音が大きい

作業車輌占用ス

ペース

○ × △ △ ◎

   加圧ポンプ    吸引車

   給水車

   高圧洗浄車

   吸引車

   給水車

   吸引車

   給水車

作業条件

  消毒作業

   ・水タンク

消毒作業

   ・給水タンク車

   ・管内挿入器具
（ノズル・ホース等）

  消毒作業

   ・給水タンク車
   （既設消火栓有りの場合給水

車不要）

  消毒作業

   ・給水タンク車

・・給水タンク

（特になし）

備     考
洗管が夜間施工となる場合、又は昼間施工において配水量等の制限がある場合採用する 昼間施工が可能な場合採

用する

エアーの除去がスムーズにできない
エアーの除去がスムーズ

にできない

エアーの除去がスムーズ

にできない
（特になし）

衛生面の管理

○ △ ○ ○ ◎



新旧比較表 (公表用)
備考

労務数量修正

現行 改定後

D10901700600 分水栓閉止工

分水閉止工（閉止口φ13～25）

1 適用範囲

　分水栓の閉止に適用する。

・ 閉止費

2 施工歩掛

備考1 建込歩掛の30％とする。

1箇所当り

諸 雑 費 式 1

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位 閉止のみ

0.024

普 通 作 業 員 人 0.024

配 管 工 人

(00001)

D10901700600 分水栓閉止工

分水閉止工（閉止口φ13～25）

1 適用範囲

　分水栓の閉止に適用する。

・ 閉止費

2 施工歩掛

備考1 建込歩掛の30％とする。

1箇所当り

諸 雑 費 式 1

（1箇所当り）

名      称 規      格 コード 単位 閉止のみ

0.02

普 通 作 業 員 人 0.02

配 管 工 人

(00001)



新旧比較表 (公表用)
備考

規格修正

文言修正

現行 改定後

D10901801200 モルタル材料費　１：１

1 適用範囲

　モルタル充填工の材料に適用する。

・ 材料費

2 施工歩掛

備考1 材料構成歩掛

備考2 国交省　土木工事標準積算基準書(共通編）コンクリート工Ⅱ-４-①-6〈モルタル練工(１：１)〉

備考3 本表の材料はロスを考慮した数字である。

0.75
5㎜以下

1㎡当り

(00001)

諸 雑 費 式 1

袋物（25㎏/袋）

砂
コンクリート用砂 Z002104001

ｍ3

名      称 規      格 コード 単位 １：１

セ メ ン ト
混合B種セメント Z002002008

㎏ 1100.00

（1ｍ3当り）

D10901801200 モルタル材料費　１：１

1 適用範囲

　モルタル充填工の材料に適用する。

・ 材料費

2 施工歩掛

備考1 材料構成歩掛

備考2 本歩掛の材料構成比は、土木工事積算基準（札幌市）05 -07　モルタル練工に準拠している。

備考3 本表の材料はロスを考慮した数字である。

25ｋｇ袋入

砂
コンクリート用砂 Z002104001

ｍ3

名      称 規      格 コード 単位 １：１

セ メ ン ト
セメント(普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) Z002002006

㎏ 1100.00

（1ｍ3当り）

0.75
5㎜以下

1㎡当り

(00001)

諸 雑 費 式 1



新旧比較表 (公表用)
備考

配管工数量変更
普通作業員削除
Pe管布設継手工追加

文言修正

現行 改定後

D10901801500 仮止工（材料有り）

1 適用範囲

　給水管の仮止めに適用する。

・ 仮止費

・ 材料費

2 施工歩掛 （1箇所当り）

(00001) (0002) (00003) (00004) (00005) (00006)

備考1 φ13～25施工歩掛（配管工0.03人＝万力取付撤去5分＋既設管切断ﾁｬﾝﾌﾞﾙ10分）

備考2 φ30～40施工歩掛（配管工0.05人＝万力取付撤去既設管切断10分(0.02人)＋Ｐｅ接合1口(0.03人)）

φ30～50施工歩掛（普通作業員0.03人＝Ｐｅ接合1口(0.03人)）

φ50施工歩掛（配管工0.06人＝万力取付撤去既設管切断10分(0.02人)＋Ｐｅ接合1口(0.04人)）

φ30～50施工歩掛（普通作業員0.04人＝Ｐｅ接合1口(0.04人)）

1箇所当り

式

-----

-

-

- - - - -

- - -

- - - -

0.04

0.05

0.03

1

1

1

1

1

1 - -

0.03

1

材料費

ポリエチレン管金属継手

パイプエンドφ13

ポリエチレン管金属継手

パイプエンドφ20

ポリエチレン管金属継手

パイプエンドφ25
個

-----

- - - -

Ｚ770040168

ポリエチレン管金属継手 Z770040171

0.05

0.03

0.03

0.03

0.02

0.02

φ50

0.06

単位 φ25

パイプエンドφ50

ポリエチレン管金属継手 Z770040173
個

個

諸 雑 費

普 通 作 業 員 人

ポリエチレン管金属継手 Z770040172
個

パイプエンドφ30

Ｚ770040169

Ｚ770040170

個

個

パイプエンドφ40

配 管 工 人

φ13 φ20 φ30 φ40

0.03

名      称 規      格 コード

D10901801500 仮止工（材料有り）

1 適用範囲

　給水管の仮止めに適用する。

・ 仮止費

・ 材料費

2 施工歩掛 （1箇所当り）

(00001) (0002) (00003) (00004) (00005) (00006)

備考1 φ13～5025施工歩掛（配管工0.03人＝万力取付撤去既設管切断105分（配管工0.02人）＋Ｐｅ接合1口(WJ) 既設管切断ﾁｬﾝﾌﾞﾙ10分）

備考2  30～40施工歩掛（配管工0.05人＝万力取付撤去既設管切断10分(0.02人)＋Ｐｅ接合1口(0.03人)）

φ30～50施工歩掛（普通作業員0.03人＝Ｐｅ接合1口(0.03人)）

φ50施工歩掛（配管工0.06人＝万力取付撤去既設管切断10分(0.02人)＋Ｐｅ接合1口(0.04人)）

φ30～50施工歩掛（普通作業員0.04人＝Ｐｅ接合1口(0.04人)）

備考2 水道事業実務必携2-6-1ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設歩掛表

人 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

WJ

普  通  作  業  員 R0102 人 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03 0.04

名      称 規      格 コード φ13 φ20 φ30 φ40

パイプエンドφ50

ポリエチレン管金属継手 Z770040173
個

個

ﾎﾘ゚ｴﾁﾚﾝ管布設

継手工
口 1 1 1 1 1

配 管 工

諸 雑 費

ポリエチレン管金属継手 Z770040172

φ25

個

個

個

1

1

材料費

ポリエチレン管金属継手

パイプエンドφ13

ポリエチレン管金属継手

パイプエンドφ20

ポリエチレン管金属継手

パイプエンドφ25
個

-----

- - - -

Ｚ770040168

ポリエチレン管金属継手 Z770040171

パイプエンドφ30

Ｚ770040169

Ｚ770040170

パイプエンドφ40

1

1

1

1

1

1 - -

φ50単位

1箇所当り

式

-----

-

-

- - - - -

- - -

- - - -



新旧比較表 (公表用)
備考

労務数量修正

文言修正

現行 改定後

D10901801501 仮止工（材料無し）

1 適用範囲

　給水管の仮止めに適用する。

・ 仮止費

(00007)

備考1 φ13～25施工歩掛（配管工0.03人＝万力取付撤去5分＋既設管切断ﾁｬﾝﾌﾞﾙ10分）

0.03

諸 雑 費 式 1

1箇所当り

人

名　称

配　管　工

規　　格 コード 単位 φ13～25

D10901801501 仮止工（材料無し）

1 適用範囲

　給水管の仮止めに適用する。

・ 仮止費

(00007)

備考1 φ13～25施工歩掛（配管工0.03人＝ 万力取付撤去5分(配管工0.02人）  ＋既設管切断ﾁｬﾝﾌﾞﾙ10分 ）

0.02

諸 雑 費 式 1

1箇所当り

人

名　称

配　管　工

規　　格 コード 単位 φ13～25



新旧比較表 (公表用)
備考

トラッククレーン賃料
追加

現行 改定後

D10902000400 橋梁添架工（労務費）

1 適用範囲

水管橋の設置に適用する。

・ 施工費

2 施工歩掛

備考1 管理橋：Y=5.09X-0.434（据付工を特殊作業員としてY×0.8・普通作業員Y×0.2）

〔0.5ｔを超えて1.0ｔ迄の算出例〕

Y=5.09*（0.75）-0.434＝5.767人/ｔ（X＝0.5～1.0ｔの中間で0.75ｔ）

5.767人/ｔ×0.75ｔ＝4.325人（特殊作業員4.325人×0.8＝3.46人／普通作業員4.325人×0.2＝0.87人）　

備考2 撤去は設置の60％とする。(厚労省準拠）

2.60

13.44 13.90

2.5ｔを超え

(00015)

12.98

3.12

10.41

(00005)

        2.5ｔ迄

(00003)

   て3.0ｔ迄

4.0ｔを超えて

        4.5ｔ迄

4.5ｔを超えて

(00012)

1

(00014)

(00017) (00018)(00016)

諸 雑 費 式 1

1式当り
(00019)

9.0ｔを超えて
規      格 コード

3.00

8.0ｔを超えて

名      称

諸 雑 費 式

1式当り

        6.5ｔ迄
規      格

特殊作業員 10.96 11.49人

        6.0ｔ迄
単位

6.5ｔを超えて

        7.0ｔ迄

(00006)

0.87

人

式

人

コード
5.5ｔを超えて

1式当り

諸 雑 費 式

人

普通作業員

特殊作業員

名      称

諸 雑 費

2.151.98

7.93

       3.5ｔ迄

3.5ｔを超えて

        4.0ｔ迄
規      格

3.0ｔを超えて

(00001) (00002)

コード 単位

1式当り

8.60

普 通作業員

普通作業員 人 2.74 2.87

人

名      称

人

        8.5ｔ迄

8.5ｔを超えて

3.36

特 殊作業員

単位

1.0ｔを超えて

5.59

（1式当り）

コード

人

普通作業員

7.22

        1.0ｔ迄

3.46

0.5ｔを超えて

特殊作業員

単位名      称 規      格
1.5ｔを超えて

        2.0ｔ迄

4.62

        1.5ｔ迄

9.24

1

1.16

2.0ｔを超えて

6.44

1.80

        5.0ｔ迄

(00004)

1.40 1.61

7.0ｔを超えて

7.5ｔ迄

(00010)

12.50

(00007)

6.0ｔを超えて

5.0ｔを超え

  て5.5ｔ迄

3.48 3.59

14.34

(00011) (00013)

(00008) (00009)

9.84

2.31 2.46

3.69

14.78

1

        9.0ｔ迄         9.5ｔ迄

9.5ｔを超えて

       10.0ｔ迄

3.24

7.5ｔを超え

  て8.0ｔ迄

12.00

2 施工歩掛

備考1 管理橋：Y=5.09X -0.434（据付工を特殊作業員としてY×0.8・普通作業員Y×0.2）

〔0.5ｔを超えて1.0ｔ迄の算出例〕

Y=5.09*（0.75） -0.434＝5.767人/ｔ（X＝0.5～1.0ｔの中間で0.75ｔ）

5.767人/ｔ×0.75ｔ＝4.325人（特殊作業員4.325人×0.8＝3.46人／普通作業員4.325人×0.2＝0.87人）　

備考2 撤去は設置の60％とする。(厚労省準拠）

1

        9.0ｔ迄         9.5ｔ迄

9.5ｔを超えて

       10.0ｔ迄

3.24

7.5ｔを超え

  て8.0ｔ迄

12.00

9.24

1

1.16

2.0ｔを超えて

6.44

1.80

        5.0ｔ迄

(00004)

1.40 1.61

5.0ｔを超え

  て5.5ｔ迄

4.62

        1.5ｔ迄

1.5ｔを超えて

        2.0ｔ迄

（1式当り）

コード

人

普 通作 業員

7.22

        1.0ｔ迄

3.46

0.5ｔを超えて

特 殊作 業員

単位名      称 規      格

油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型

4.8～4.9ｔ吊
日

0.87

1.0ｔを超えて

5.59

単位

(00007)

式

1.98

コード 単位

1式当り

8.60

普 通作 業員

普 通作 業員 人 2.74 2.87

人

名      称

人

        8.5ｔ迄

8.5ｔを超えて

3.36

特 殊作 業員

人

普 通作 業員

特 殊作 業員

名      称

諸 雑 費

トラッククレーン

賃料
L001120001

トラッククレーン 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型
L001120001 日

規      格

人

式

人

1式当り

諸 雑 費

式

1式当り

        6.5ｔ迄
規      格

特 殊作 業員 10.96 11.49人

        6.0ｔ迄
単位

6.0ｔを超えて
コード

5.5ｔを超えて

(00011)

(00017) (00018)(00016)

諸 雑 費 式 1

1式当り
(00019)

2.60

13.44 13.90

2.5ｔを超え

(00015)

12.98

3.12

10.41

(00005)

        2.5ｔ迄

(00003)

   て3.0ｔ迄

4.0ｔを超えて

        4.5ｔ迄

4.5ｔを超えて

(00012)

1

2.15

7.93

       3.5ｔ迄

3.5ｔを超えて

        4.0ｔ迄

3.0ｔを超えて

(00001) (00002)

9.84

2.31 2.46

トラッククレーン 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型
L001120001 日

賃料 4.8～4.9ｔ吊

賃料 4.8～4.9ｔ吊

トラッククレーン 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型
L001120001 日

賃料 4.8～4.9ｔ吊

(00014)

9.0ｔを超えて
規      格 コード

3.00

8.0ｔを超えて

名      称

諸 雑 費

6.5ｔを超えて

        7.0ｔ迄

(00006)

7.0ｔを超えて

7.5ｔ迄

(00010)

12.50

3.48 3.59

14.34

(00013)

(00008) (00009)

3.69

14.78

D10902000400 橋梁添架工（労務費）

1 適用範囲

水管橋の設置に適用する。

・ 施工費及び機械賃料費



新旧比較表 (公表用)
備考

規格名称の
変更

文言変更

現行 改定後

D10902400900 コンクリート殻処理工

1 適用範囲

コンクリート構造物、ベースコンクリート、きょう類等の取り壊しに適用する。

・ 運搬費

・ 積込費及び取壊し費

2 施工歩掛

備考１ 100cm×60cm×60cmを超えるCo構造物は取壊しを計上する。

備考２ 仕切弁きょうは大型きょうとして、止水栓きょう・メータきょうは小型きょう類として計上する。

備考３ 各工種の条件選択の項目は以下のとおり。

（１）殻運搬費

（無筋・鉄筋）、機械、DID地区（有無）、距離（ｋｍ）、全ての費用

上記項目のうち、DID地区と距離のみ選択、その他は固定

（２）構造物取壊し

（無筋・鉄筋）、機械、時間的制約（有無）、夜間（有無）、低騒音（必要、不要）

上記項目のうち、時間的制約、夜間、低騒音のみ選択、その他は固定

積算システム上、規格欄には、上記太字の項目のみが表示される。

式 1

― 1.00

積込（ルーズ）
土砂、小規模（標準） CB

m3 ― 1.00

1ｍ3当り
(00001) (00002) (00003)

機械積込、全ての費用

構造物取壊し
無筋、機械施工 WB

m3 1.00 ― ―

構造物取壊し
鉄筋、機械施工 WB

m3 ―

―

諸 雑 費（まるめ）

―
機械積込、全ての費用

殻 運 搬 費
Co（鉄筋）構造物取壊 CB

m3 ― 1.00 1.00

殻 運 搬 費
Co（無筋）構造物取壊 CB

m3 1.00 ―

名      称 規      格 コード 単位
ﾍﾞｰｽコンクリート等

（無筋）

小型きょう類（鉄

筋）

構造物・大型

きょう類（鉄筋）

（1ｍ3当り）

D10902400900 コンクリート殻処理工

1 適用範囲

コンクリート構造物、ベースコンクリート、きょう類等の取り壊しに適用する。

・ 運搬費

・ 積込費及び取壊し費

2 施工歩掛

（1ｍ3当り）

規      格

Co（無筋）構造物取壊

機械積込、全ての費用

Co（鉄筋）構造物取壊

機械積込、全ての費用

無筋、機械施工

鉄筋、機械施工

土砂、小規模（標準）

備考１ 100cm×60cm×60cmを超えるCo構造物は取壊しを計上する。

備考２ 仕切弁きょうは「構造物・きょう類(鉄筋)」の取壊し有り  大型きょうとして、止水栓きょう・メータきょうは

「構造物・きょう類(鉄筋)」の取壊し無  小型きょう類として計上する。

備考３ 各工種の条件選択の項目は以下のとおり。

（１）殻運搬費

（無筋・鉄筋）、機械、DID地区（有無）、距離（ｋｍ）、全ての費用

上記項目のうち、DID地区と距離のみ選択、その他は固定

（２）構造物取壊し

（無筋・鉄筋）、機械、時間的制約（有無）、夜間（有無）、低騒音（必要、不要）

上記項目のうち、時間的制約、夜間、低騒音のみ選択、その他は固定

積算システム上、規格欄には、上記太字の項目のみが表示される。

1

(00001) (00002) (00003) (00004)

諸 雑 費（まるめ）

1ｍ3当り

― ―

1.00

― 1.00

―

1.00

―

―

ﾍﾞー ｽコンクリート等(無筋)

取壊し無取壊し有

構造物・きょう類(鉄筋)

取壊し有 取壊し無

1.00 1.00

―

―

―

1.00

― ―

名      称 コード 単位

殻 運 搬 費
CB

m3

殻 運 搬 費
CB

m3

1.00 1.00

構造物取壊し
WB

m3

構造物取壊し
WB

m3

積込（ルーズ）
CB

m3

式



新旧比較表 (公表用)
備考

施工単位の変
更
重量区分削除

文言修正

現行 改定後

D10902400100 支給品運搬費

1 適用範囲

　メーター取替等小規模工事の支給材料及び現場発生品の運搬に適用する。

・ 運搬費

・ 積込費及び取卸費

2 施工歩掛

1

備考1 運搬距離は、配水管理事務所9㎞、資材センター20㎞とし策定。

（1回当り）

名      称 規      格 コード 単位
250㎏未満 250㎏以上1ｔ未満 1ｔ以上2ｔ未満

配水管理事務所 資材センター 資材センター 資材センター

現場発生品及

び支給品運搬

-
0.2t超0.3t以下

2t級2t吊 20.0km以下 CB
回 － 1.00 － -

0.2t超0.3t以下

2t級2t吊 9.0km以下 CB
回 1.00 － －

式

2t級2t吊 20.0km以下 CB
回 － － 1.00

1回当り 　　/1.00 　　/1.00 　　/1.00 　　/1.00

-
0.8t超1.1t以下 

2t級2t吊 20.0km以下 CB
回 － － － 1.00

1.5t超2.0t以下

(00001) (00002) (00003) (00004)

諸 雑 費 ZS3000004

D10902400100 支給品運搬費

1 適用範囲

　メーター取替等小規模工事の支給材料及び現場発生品の運搬に適用する。

・ 運搬費

・ 積込費及び取卸費

2 施工歩掛

1

備考1 運搬距離は、配水管理事務所9㎞、資材センター20㎞とし策定。

　　/1.00

-

2t級2t吊 20.0km以下 CB
回 －  －  － 1.00

(00001) (00002) (00003) (00004)

諸 雑 費 ZS3000004

2t級2t吊 20.0km以下 CB
回 －  － 1.00

1回当り 　　/1.00 　　/1.00 　　/1.00

現場発生品及
び支給品運搬

-

2t級2.9t吊 20.0km以下 CB
t － 1.00 － -

2t級2.9t吊 9.0km以下 CB
t 1.00 － －

式

（1t当り）

名      称 規      格 コード 単位
250㎏未満  250㎏以上1ｔ未満  1ｔ以上2ｔ未満

配水管理事務所 資材センター 資材センター  資材センター

DID有りの 以下 以下



新旧比較表 (公表用)
備考

独自歩掛廃止

現行 改定後

D10902400750 濁水運搬費

1 適用範囲

・

・ 機械式洗管工法により発生する濁水の運搬に適用する。

２ 施工歩掛 （1回当り）

国交省土木工事標準積算基準書 現場発生品及び支給品運搬　Ⅰ-2-③-1

（表-1）

（注）運搬距離が60㎞を超える場合は

別途考慮。

2.6ｔ超2.95ｔ以下

ｸﾚｰﾝ装置付4ｔ積2.9ｔ吊 表-1

0.3ｔ超0.5ｔ以下

0.5ｔ超0.8ｔ以下

0.8ｔ超1.1ｔ以下

1.1ｔ超1.5ｔ以下

1.5ｔ超2.0ｔ以下

2.0ｔ超2.6ｔ以下

0.1ｔ超0.2ｔ以下

0.2ｔ超0.3ｔ以下

0.3ｔ超0.5ｔ以下 14.0Ｋｍ以下

0.5ｔ超0.8ｔ以下 20.0Ｋｍ以下

0.8ｔ超1.1ｔ以下 27.0Ｋｍ以下

区　分

ｸﾚｰﾝ装置付2ｔ積2ｔ吊 表-1

0.1ｔ以下

片道運搬距離

2.0Ｋｍ以下

0.1ｔ超0.2ｔ以下 5.0Ｋｍ以下

0.2ｔ超0.3ｔ以下 9.0Ｋｍ以下

1.1ｔ超1.5ｔ以下 35.0Ｋｍ以下

1.5ｔ超2.0ｔ以下 46.0Ｋｍ以下

0.1ｔ以下 60.0Ｋｍ以下

片道運搬距離 平均積載量

備考１

（表-2）

トラック機種 片道運搬距離 1回当り平均積載質量 積算条件

諸 雑 費 式 1

1回当り

運搬費

ｸﾚー ﾝ装置付 ＣＢ
回 表-1 表-2

2.0ｔ積2.0ｔ吊

表-1 表-2

舗装切断に伴う濁水の運搬に適用する。

名      称 規      格 コード 単位

ｸﾚー ﾝ装置付 ＣＢ
回

4.0ｔ積2.9ｔ吊

D10902400750 濁水運搬費

1 適用範囲

・

・ 機械式洗管工法により発生する濁水の運搬に適用する。

２ 施工歩掛

・ 国交省土木工事標準積算基準書（共通編）Ⅰ-2-③-1　現場発生品及び支給品運搬を適用　

舗装切断に伴う濁水の運搬に適用する。


